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令和５年第１回訓子府町議会定例会会議録 

 

 

○議事日程（第２日目） 

令和５年３月１０日（金曜日）       午前９時３０分開会 

 

第１４ 議案第１３号 訓子府町議会議員及び訓子府町長の選挙における選挙運動の公費 

           負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

第１５ 議案第１９号 第１種会計年度任用職員の給与に関する条例及び第２種会計年度 

           任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改 

           正する条例の制定について 

第１６ 議案第２０号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

第１７ 議案第２１号 国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 

第１８ 議案第 ７号 令和５年度訓子府町一般会計予算について 

第１９ 議案第 ８号 令和５年度訓子府町国民健康保険特別会計予算について 

第２０ 議案第 ９号 令和５年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算について 

第２１ 議案第１０号 令和５年度訓子府町介護保険特別会計予算について 

第２２ 議案第１１号 令和５年度訓子府町下水道事業特別会計予算について 

第２３ 議案第１２号 令和５年度訓子府町水道事業会計予算について 

第２４ 議案第１４号 訓子府町議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 

第２５ 議案第１５号 訓子府町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

第２６ 議案第１６号 訓子府町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について 

第２７ 議案第１７号 訓子府町情報公開条例の一部を改正する条例の制定について 

第２８ 議案第１８号 訓子府町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定 

           について 

第２９ 議案第２３号 町道路線の廃止について 

第３０ 議案第２４号 町道路線の認定について 

第３２ 報告第 １号 定期監査結果報告について 

第３３ 報告第 ２号 出納検査結果報告について 

第３４ 報告第 ３号 所管事務調査結果報告について 
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○出席議員（９名） 

        １番  余  湖  龍  三  君              ２番  西  森  信  夫  君 

        ３番  山  田  日出夫  君              ４番  仁  木  義  人  君 

        ５番  西  山  由美子  君              ６番    （ 欠 番 ） 

        ７番  泉      愉  美  君              ８番  谷  口  武  彦  君 

        ９番  工  藤  弘  喜  君            １０番  河  端  芳  惠  君 

         

○欠席議員（０名） 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した人 

 

              町              長      菊    池    一    春    君 

              副 町 長      森    谷    清    和    君 

              総 務 課 長      硯    見    康    之    君 

              企 画 財 政 課 長      篠    田    康    行    君 

              企画財政課業務監      本    庄    朋    美    君 

              町民課長・元気なまちづくり推進室長       坂    井    毅    史    君 

              福 祉 保 健 課 長      今    田    朝    幸    君 

              福祉保健課長補佐      関    口    好    子    君 

              農 林 商 工 課 長      大    里    孝    生    君 

              建 設 課 長      荒    沢    直    樹    君 

              建 設 課 業 務 監      河    端          健    君 

              上 下 水 道 課 長      森    田    繁    光    君 

              会 計 管 理 者      渡    辺    克    人    君 

              教育委員会教育長      林          秀    貴    君 

              管理課長・子ども未来課長      高    橋          治    君 

              子ども未来課長補佐      卜    部    恵    司    君 

              社会教育課長・図書館長       山    田    洋    通    君 

              農業委員会事務局長      今    田    和    則    君 

              農 業 委 員 会 会 長      細    川    孝    雄    君 

              監 査 委 員      平    塚    晴    康    君 

              選挙管理委員会委員長      森    下    直    治    君 

 

 

○職務のため出席した事務局職員 

              議 会 事 務 局 長      石    岡    宏    造    君 

              議 会 事 務 局 係 長      小    林          央    君 
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開会 午前 ９時３０分 

    ◎開議の宣告 

〇副議長（西山由美子君） 皆さま、おはようございます。 

 それでは、定刻になりました。 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の出欠報告をいたします。本日は全議員の出席であります。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付してあるとおりです。 

 

    ◎議案第１３号、議案第１９号、議案第２０号、議案第２１号、議案第 ７号、 

     議案第 ８号、議案第 ９号、議案第１０号、議案第１１号、議案第１２号 

〇副議長（西山由美子君） 昨日に引き続き、新年度予算関連の提案理由の説明を求めま

す。 

 昨日に引き続き、議案第７号 令和５年度訓子府町一般会計予算の歳出から提案理由の

説明を求めます。別冊予算書４７ページです。 

 副町長。 

〇副町長（森谷清和君） 昨日に続きまして、議案第７号 令和５年度訓子府町一般会計

予算について、提案説明いたします。４７ページからの歳出の事項別明細書になります。 

 歳出についても歳入同様に、新規、あるいは特徴的なものを中心に説明させていただく

とともに、制度や積算方法等に変更がなく、事業対象人数・件数など、年度により基礎数

値が変動するものなど、単純な理由により事業費が増減するものなどは、説明を一部割愛

させていただきます。 

 また、昨日も説明させていただきましたが、本年度は骨格予算であり、政策的な事業予

算は留保しているものもあります。前年度予算と比べ、大きく減額となっている事業予算

がありますので、ご了承願います。 

 なお、予算見積の積算に用いる１リットル当たりの灯油と重油の単価が１４円増となる

など、燃料費単価が上昇、さらに電気料金が高騰しており、全体で３８．４％の増額計上

となっております。 

 さらに、北海道の最低賃金の上昇額が過去一番となったことや、物価高騰の影響などに

より、消耗品や備品などの価格、委託料の上昇などを見込んで予算計上しております。 

 これらは、全体的に共通するものなので説明を省略させていただく場合がありますので、

ご理解願います。 

 なお、説明の中で、予算の増減を申し上げますが、前年度、令和４年度当初予算との比

較であります。 

 それでは、説明に入ります。 

 ４７ページ、１款、議会費になります。 

 事項別明細書は、左のページに款項目、右側のページに節と事業別予算が計上されてお

ります。 

 事業区分、１．議員人件費の職員手当等は、期末手当支給率０．１月分増を見込んで２

０万３千円の増の８９１万６千円を、共済費の議員共済会負担金は、負担率が下がるため

４７万９千円減の７１８万２千円。 
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 事業区分、２．議会運営費のうち、需用費・修繕料に議場音響設備の会議ユニット交換

修繕費１１万４千円、印刷製本費は、議会だより印刷単価の引き上げなどを見込むなど、

６５万８千円増の２７８万９千円を、備品購入費には、議会広報用デジタルカメラ１台分

１９万８千円を、負担金、補助及び交付金の会議等負担金は、本年度、北海道町村議会議

長会府県行政委託調査負担金がありませんので１８万４千円減の３万５千円を計上。 

 事業区分、３．事務局費の負担金、補助及び交付金の会議等負担金についても、北海道

町村議会議長会府県行政委託調査負担金が発生しませんので１７万３千円減の５万３千円

を計上。 

 ５１ページ、ここからは、２款、総務費になります。 

 １項、１目、一般管理費の事業区分、１．総務一般管理事業の委託料、町史編さん業務

は３年目で執筆量が増えるため１４４万１千円増の３２３万４千円、なお、前年度の個人

情報保護制度法移行支援業務委託料１９２万５千円が本年度はありませんので、委託料は

差し引き４８万４千円の減、備品購入費では、前年度購入の町長および来賓送迎用公用車

購入分５８０万円が減となりましたが、町長改選などに伴う事務用備品２５万円を新たに

計上。 

 次に、５４ページ、事業区分、３．庁舎等維持管理事業の委託料では、上から４行目の

庁舎吸収冷温水機分解整備業務１，２０２万３千円とその下の庁舎冷却塔整備業務６３１

万７千円を新規計上しましたが、前年度実施の電話機更新業務１，５６４万１千円が減と

なるなど、節全体で３０９万２千円増の３，３４７万２千円を計上、工事請負費の高圧ケ

ーブル等更新工事費は、庁舎と公民館の二つの建物の電気工事ですが、前年度は庁舎高圧

ケーブル改修を実施しましたが、本年度は公民館高圧ケーブル改修と庁舎気中開閉器更新

等も実施することから１６１万７千円増の４１０万２千円を計上。 

 ５６ページ、事業区分、６．職員管理研修事業、委託料の給与システム改修業務は、職

員の定年年齢引き上げに伴うもので５４万６千円を計上。 

 事業区分、７．情報管理事業のうち、５８ページになりますが、中ほどの使用料及び賃

借料のシステム使用料では、児童手当システムのサーバー機器保守期限切れを機にデータ

センターへ切り替えることとし、その初期費用と利用料合わせて２３７万６千円を計上す

るなど、節全体で２２０万１千円の増。 

 事業区分、８．各種基金積立金のうち、財政調整基金積立金は、基金運用先の備荒資金

組合の超過納付金の配分率引き上げにより２６４万円増の４５９万９千円、ふるさとおも

いやり基金には、寄付金５，５００万円と利子４千円を積み立て、前年度３千万円積み増

しを行った社会資本整備基金は、本年度利子分のみ積み立て、これらにより事業全体で６，

１３０万１千円減の６，４５３万９千円を計上。 

 次に、２目、財政管理費のうち、６０ページの上から４行目の指定金融機関事務取扱負

担金は、役場の出納窓口における北見信用金庫訓子府支店による出納事務取扱に対する負

担金で、前年度まで２００万円でしたが、消費税相当額の負担要請がかねてからあり、今

般の人件費などが上昇している状況を鑑み２０万円増の２２０万円を計上。 

 ３目、財産管理費のうち、需用費、修繕料には、末広教職員住宅、３棟６戸の屋根塗装

修繕１８８万５千円を含む３０８万５千円を計上、前年度委託料に計上の物置設置解体等

業務９０万５千円は完了のため、本年度は計上ありません。 
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 ４目、公有林管理費の事業区分、１．町有林管理事業の役務費・保険料は、森林火災保

険の加入更新面積が前年度と比べ２０４．２１ｈａ減って１０６．６４ｈａとなり、保険

料が２５５万９千円減、使用料及び賃借料の車両借上料、原材料費の林道等用原材料は、

林道補修関連経費の減により、合わせて８５万６千円の減、事業全体で３５３万９千円減

の４９６万９千円を計上。 

 事業区分、２．町有林整備事業（補助）の委託料は、常盤町有林の木材生産性を向上さ

せるため、林業専用道の実施設計業務として７４６万２千円を新規計上、その下の造林業

務は、間伐面積の減などにより９１２万円の減、工事請負費には、常盤町有林の林道専用

道規格相当常盤線開通工事費として４，１０４万９千円を新規計上、なお、実施設計費分

も含め全額道費補助で賄われることになっております。 

 ６２ページの上の原材料費、造林用原材料は、前年度と比べ造林面積が９．０４ｈａ減

ったことなどにより１７６万８千円減の１６０万１千円を計上。 

 事業区分、３．町有林整備事業（単独）の委託料・造林業務は、皆伐面積が０．７６ｈ

ａ増となり７０４万５千円増の２，４５２万８千円を計上。 

 ５目、保安林管理費の事業区分、１．保安林管理事業の使用料及び賃借料は、前年度計

上の防風保安林管理用作業道新規作設用車両借上料がなくなったことなどにより７４万２

千円の減、また、同様に前年度計上の作業道作設のための原材料１１８万３千円も未計上

となっております。 

 事業区分、２．保安林整備事業（補助）は、新植４．５４ｈａなどの発生により、委託

料で１１８万３千円の増、原材料費で１８２万円の新規計上となっております。 

 事業区分、３．保安林整備事業（単独）の委託料、造林業務は、前年度と比べ皆伐面積

が３．７８ｈａ減の１．４８ｈａとなり８０５万５千円減の５３９万円を計上。 

 次に、６目、住民活動費の事業区分、１．広報広聴事業は、需用費、印刷製本費７３８

万１千円のうち、広報紙印刷代が紙代の高騰により１１８万９千円増の６９８万３千円を

計上したことなどにより、事業全体で１２３万２千円増の８９５万２千円を計上。 

 事業区分、２．住民活動促進事業では、各町内会活動費補助金、各実践会活動費補助金

を留保したことなどにより、事業全体で４１８万６千円減の８２２万３千円を計上。 

 次に、６４ページ、事業区分、３．地域集会所等維持管理事業は、前年度、地域集会所

用ストーブ９台と日の出ふれあいセンター用テーブル１０台を備品購入費に１７７万５千

円計上しておりましたが、事業完了のため本年度未計上となっております。 

 事業区分、４．難視聴対策事業では、前年度修繕料に計上の訓子府テレビジョン中継局

の放送機修繕が完了したことなどから、事業全体で４４万円の減。 

 次に、６６ページ、７目、住民安全対策費の事業区分、１．危機管理対策事業の負担金、

補助及び交付金の日本赤十字社訓子府町分区負担金１５万８千円は、日本赤十字社が実施

するＡＥＤの共同購入にかかる負担金で、役場に配備する１台分です。町が直接購入する

よりも、５割前後で購入できることから、訓子府町分区を通じて取得するものでございま

す。なお、役場も含めて更新８台、新設２台の取得がありますが、各施設で予算計上して

おり、同じ負担金名で計上しております。また、単価につきましては、スタンド付きが１

５万８千円、スタンドなしが１２万６千円となっております。 

 事業区分、２．交通安全対策事業では、需用費、修繕料に町道南８線と町道相内線の交
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差点付近のゼブラライン更新２か所分２９万４千円、委託料・交通安全施設等設置維持管

理業務には、町道南７線と道道白糠線交差点付近に「止まれ」の路面標示の設置２か所分

１１万４千円、農道南７線と町道西２１号線交差点付近に「止まれ」の注意看板設置２か

所分の２１万５千円、合わせて３２万９千円を計上。 

 ６８ページ、８目、企画費の事業区分、１．企画一般事業の需用費、印刷製本費には、

毎年度、町民に配布する予算の紹介冊子「よくわかるまちの仕事」の印刷製本代を計上し

ておりますが、本年度統一地方選挙のため、政策的予算が決定する６月の第２回定例町議

会と来年３月の第１回定例町議会後の２回発行することになるため、１回分３２万８千円

を加えて計上しております。負担金、補助及び交付金のオホーツクＡＩ推進協議会負担金

には、オホーツクの認知度アップのため、ロコ・ソラーレを画材としたポスター作成やデ

ジタルフォトフレーム活用キャンペーンなどを展開するための追加負担金１５万２千円を

加算して２１万２千円を計上。 

 事業区分、２．地方交通対策事業の委託料、高齢者ハイヤー利用サービス業務は、前年

度決算見込額を基に２６６万円増の１，１５３万８千円を、負担金、補助及び交付金の地

域間幹線系統確保維持事業費補助金は当初留保のため、節全体で１，５９６万８千円の減

となっております。 

 事業区分、４．まちづくり推進事業では、まちづくりパワーアップ特別対策事業補助金

予算を留保のため、事業全体で２０９万円の減となっております。 

 ７０ページになります。 

 事業区分、５．ふるさとおもいやり寄付推進事業では、寄付額を８，７００万円から５，

５００万円と３，２００万円減じたこと、さらにふるさと納税サイトの中間管理事業者の

見直しを行ったことから、報償費で９６０万円の減、役務費で１，００４万６千円の減、

使用料及び賃借料で８２万７千円の減、事業全体で２，０４７万３千円を減額。 

 事業区分、６．地域振興事業の負担金、補助及び交付金の空き家活用定住対策補助金は、

前年度までに交付決定した分のみを計上したことにより３７５万３千円減の１，００１万

７千円を計上。 

 前年度７１９万円計上の地域おこし協力隊事業は、政策予算のため、当初留保としてお

ります。 

 ９目、地籍管理費の事業区分、１．地籍管理事業は、前年度４１万４千円計上の地籍管

理システム背景用画像ライセンス使用料は、前年度で更新完了のため未計上となっており

ます。 

 次に、７２ページ、２項、１目、税務総務費の事業区分、２．固定資産評価事業では、

前年度、委託料に令和６年度評価替えに向けて固定資産税標準地鑑定評価業務委託料２６

３万８千円を計上しておりましたが、業務終了のため、本年度は未計上となっております。 

 ２目、賦課徴収費の事業区分、１．賦課徴収事業の委託料、システム改修業務は、特別

徴収義務者を経由して納税者に対し紙媒体で通知している住民税の特別徴収額通知につい

て、特別徴収義務者の選択によりエルタックスを経由した電子データによる送付が可能と

なるようにシステム改修するもので１２４万７千円を計上。 

 次に、７４ページ、３項、１目、戸籍住民基本台帳費の事業区分、１．戸籍住民基本台

帳事業では、戸籍法改正により、氏名に読み仮名を表記したものを記載事項とすることに
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なるため、委託料にシステム改修業務として５５２万２千円を計上、また、現在の戸籍事

務処理システムは５年を経過し、保守期限が近付いていること、あわせてサーバーを自庁

設置型からクラウド型に変更するため、戸籍事務処理システムを更新することとし、役務

費、手数料に１３万８千円、委託料、戸籍事務処理システム機器更新業務に９３５万円、

備品購入費の事務用備品２３９万４千円のうち２２０万円、合計１，１６８万８千円を計

上しております。 

 ７６ページ、４項、選挙費、２目、知事・道議会議員選挙費は、前年度に引き続き、本

年度分の執行経費を計上。 

 その下の３目、町長・町議会議員選挙費には１，３６４万５千円を計上。 

 次に、７７ページ、昨年７月１０日執行の参議院議員選挙にかかる選挙費は、本年度廃

目となっています。 

 ５項、１目、統計調査総務費、事業区分、１．各種統計調査事業には、本年度は５年ご

とに実施の住宅・土地統計調査費１９万円を計上しております。 

 ６項、１目、監査委員費、事業区分、１．監査委員運営費では、８０ページの旅費に東

京都で開催される全国町村監査委員研修会旅費１７万円を計上。なお、これは、改選年度

のみ計上しているものでございます。 

 次に、８１ページ、ここからは、民生費になります。 

 １項、１目、社会福祉総務費の事業区分、１．社会福祉一般事業の負担金、補助及び交

付金のうち、社会福祉協議会活動費補助金では、北海道社会福祉協議会からの生活福祉資

金特例貸付債権管理事務受託金１３０万９千円が新たに収入になること、それから、非常

勤職員が訪問介護業務も携わることになり、訪問介護支援事業と両方で人件費負担をする

こととなったことから１３７万１千円の減となっております。 

 ８４ページの事業区分、５．自立支援サービス事業の扶助費の介護給付費は、重度訪問

介護対象者がいないことなどから１４７万９千円の減、その下の訓練等給付費では、共同

生活援助、就労継続支援ＡおよびＢで対象者数が増えたことなどから５９１万１千円の増、

５行下の療養介護医療費では、医療分で１名増を見込み６０万４千円の増額計上。 

 事業区分、６．地域生活支援事業の扶助費、８６ページになりますけども、８６ページ

の上から４行目の訪問入浴サービス費助成は、現在、登録者がいないため、仮に１回分１

万５千円を計上しております。 

 事業区分、８．国民健康保険特別会計繰出金は、対前年度で１５４万８千円の減となっ

ております。 

 次に、２目、高齢者福祉費、事業区分、１．高齢者福祉一般事業の負担金、補助及び交

付金、訪問介護支援事業補助金ですが、社会福祉協議会活動費補助金でも説明しましたけ

ども、協議会の非常勤職員が訪問介護支援事業にも携わることから、その分を本事業で負

担することになり、本補助金は１６２万３千円の増、その下の居宅介護支援事業は、居宅

介護ケアプラン作成件数を８６件少ない５２８件と見込んで、居宅介護料収入１００万９

千円減としたことなどから、町からの本補助金は１５０万２千円の増、扶助費の老人福祉

施設措置費は、現在２名の入所者がいますが、新規１名を見込み３名分で３７５万２千円

を計上。 

 ８８ページの事業区分、５．後期高齢者医療事業の負担金、補助及び交付金、療養給付
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費負担金６，９５０万８千円は、北海道後期高齢者医療広域連合から示された金額で前年

度と比べまして１７１万円の増となっています。 

 次に、３目、温泉保養センター費の事業区分、１．温泉保養センター管理運営事業のう

ち、需用費、修繕料には、機械室ボイラー操作盤に不具合があることから修繕費６０万５

千円を計上、光熱水費は、電気料金高騰を反映し１１５万９千円増の６４２万円、委託料

の清掃管理業務は、人件費の高騰を反映し５６万３千円増の１，４５２万円を計上。 

 ９０ページになります。 

 下段の表の２項、１目、児童福祉総務費の事業区分、１．子ども医療費助成事業は、前

年度の助成実績見込みを基に若干の伸びを加え、扶助費の医療費助成を１８８万４千円増

の１，６２０万円を計上しています。 

 事業区分、２．子育て支援事業は、負担金、補助及び交付金の広域入所負担金に、前年

度は北見市認可外保育所への入所を４歳児１名見込んでいましたが、本年度は、同様に認

可外施設に４歳児１名、認可施設に０歳児２名を見込んだため４８７万２千円の増となっ

ております。 

 ９２ページになります。 

 ３目、児童措置費、事業区分、１．児童手当支給事業の扶助費では、児童手当費対象児

童が延べ１，１００人の減を見込んだため１，０８０万円減の６千万円を計上。 

 ４目、児童センター費、９３ページの５目、子育て支援センター費は、前年度とほぼ同

額を計上しております。 

 次に、９７ページ、４款、衛生費になります。 

 １目、保健衛生費、事業区分、３．妊産婦健康調査事業、１００ページになりますけど

も、扶助費の産科初回受診料助成２万円は、低所得の妊婦に対し、１人１万円を上限に初

回産科受診料を国２分の１、町２分の１支援するもので、２名分を新たに計上しておりま

す。 

 事業区分、４．乳幼児健康診査等事業は、備品購入費に乳幼児用視覚検査のため屈折検

査機器１台と専用プリンタ１台分の購入費１４６万８千円を計上しております。 

 １０２ページの事業区分、６．出産・子育て応援支援事業は、本年度新たに計上する事

業です。全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産、子育てできるよう、妊娠したとき、出

産したとき、それぞれ５万円を給付するもので、事務費も含め２０１万８千円を計上。 

 事業区分、７．水道事業助成事業では、予算科目の見直しにより、繰出金をなくして補

助金に統合しております。 

 ２目、予防費は、１６万７千円の減とほぼ前年度同額の計上ですが、１０４ページ、事

業区分、５．予防対策事業に、蜂駆除対策として需用費、消耗品費に顔部分のプロテクタ

ー４万４千円、備品購入費に防護服１着７万２千円を計上しております。 

 ３目、環境衛生費の事業区分、１．葬斎場維持管理事業では、１０６ページの中段にな

りますが、工事請負費に２号炉設備更新工事費として１，４３７万７千円を計上、内容と

しては、炉内台車の耐火物交換、排気ファン・燃焼空気ブロア・冷却混合器の交換となっ

ております。また、備品購入費には残骨灰清掃のため、集塵機一式の購入費５９万４千円

を計上。 

 事業区分、２．墓地維持管理事業の使用料及び賃借料には、墓地敷地内の管理用道路の
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補修のため、重機とダンプトラック借上料２３万８千円を計上。 

 ４目、環境対策費の事業区分、２．地熱エネルギー利用施設維持管理事業は、電気料の

引き上げを見込んだことなどから４０万８千円の増額計上となっています。 

 １０８ページの下の表、４款、２項、１目、塵芥処理費の事業区分、１．塵芥処理事業

の需用費では、ごみ袋購入枚数が２万８千枚多い１８万５千枚購入などにより、消耗品費

で１０３万円の増、修繕料１６３万４千円には、廃棄物処理場の各種ポンプ交換修繕１５

８万４千円を計上、１１０ページの一番上の備品購入費には、水処理施設のストーブ１台

２０万９千円と中古の軽トラック購入費１１０万円を計上。 

 ２目、し尿処理費の事業区分、１．し尿処理事業の委託料、スクラムミックス事業し尿

等処理業務は、搬入量の低下により、運営管理費、人件費が減となり１５０万９千円の減、

一方、負担金、補助及び交付金のバキューム車のタンク部分を覆うための改造費４５０万

円に対する補助金２０２万５千円を本年度計上。なお、負担割合は、本町が４５％、北見

市と置戸町が２２．５％、業者が１０％と消費税分を負担することとしております。 

 次に、１１１ページ、５款、労働費になります。 

 １項、１目、労働諸費の事業区分、１．勤労者福祉会館維持管理事業の需用費・修繕料

には、玄関前階段タイル修繕料１８万７千円と換気扇開閉不能修繕料３万７千円を計上し

ております。 

 次に、１１３ページ、ここからは、農林水産業費になります。 

 ６款、１項、１目、農業委員会費、事業区分、１．農業委員会運営費の報酬では、本年

７月１９日で委員の任期が満了となることから、７人が入れ替わると想定して、７月分の

報酬が重複となるため２９万７千円の増額計上。 

 旅費では、道内視察研修分１８万４千円の計上がありますが、任期中１回の道外視察研

修分１６５万１千円が未計上となりますので１４７万円の減額計上、また、使用料及び賃

借料には、道内視察研修時に利用するバス借上料２３万５千円を計上しております。 

 事業区分、２．事務局費の備品購入費の事務用備品は、１０年後の農地流動を見越した

目標地図作成のためのタブレット端末１台分１５万円、その下の農地基本台帳管理システ

ム機器は、導入後６年を経過する現行機器の更新分で４０万円を計上。なお、役務費の通

信運搬費には、タブレットの通信費７万２千円、その他手数料には通信事務契約手数料４

千円、委託料には、農地基本台帳管理システム機器更新に伴うデータ移行業務５万５千円

を計上。 

 次に、１１５ページ、２目の農業総務費は、前年度同額計上です。 

 ３目、農業振興費、事業区分、２．農業経営確立事業の負担金、補助及び交付金の上か

ら５行目のくんねっぷメロン作付維持事業費補助金は、訓子府町メロン振興会への補助で、

訓子府ブランドであるくんねっぷメロンの作付け減少に歯止めをかけるため、メロンＰＲ

チラシ作成、メロン種子代支援、花粉交配用蜜蜂確保支援事業として９１万円を新規計上。 

 事業区分、３．農業施設維持管理事業では、堆肥供給センターのホイールローダーの車

検費用として、需用費の車両消耗品費にオイルなど１６万円、車両修繕料に車検整備代２

３万１千円、１１８ページの役務費、手数料には、検査手数料１３万４千円、保険料に自

賠責保険料９千円、合計５３万４千円を計上。 

 事業区分、６．農業次世代人材投資事業は、前年度は２経営体が対象でしたが、１経営
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体が前年度で交付終了のため、１経営体分１５０万円を計上。 

 事業区分、７．経営継承・発展支援事業は、地域農業の担い手の経営を継承した後継者

により、その経営を発展させる取り組みに対する支援事業で、負担金、補助及び交付金に

６名分６００万円を計上。 

 ４目、畜産業費の事業区分、２．畜産振興事業、１２０ページの上から４行目、委託料

の畜産担い手育成総合整備事業実施業務は、町内畜産農家からの受託事業で、本年度は草

地整備面積２１．０ｈａで６８２万円。 

 ５目、農業基盤整備事業費の事業区分、２．農業基盤整備事業は、５地区の道営事業の

工種、事業量等の増減などにより、事業全体で９，７１３万６千円減の１億８，２４０万

４千円を計上、なお、道営北見豊郷
とよさと

二地区水利施設等保全高度化事業負担金は、北見市で

実施の道営事業で、本町が負担するパワーアップ事業分でございます。 

 事業区分、３．集落営農活動支援事業は、多面的機能支払交付金事業補助金を含む事業

で８，６９３万１千円を計上。 

 １２２ページの事業区分、４．農業水路等長寿命化・防災減災事業は、昨年の豪雨で被

災した新井山川の線形改修工事に伴う耕作橋の設置工事関連経費で２千万３千円を計上。 

 事業区分、５．下水道事業特別会計繰出金は、農業集落排水事業工事費の増に伴い、繰

出金が１，８７３万８千円増の９，０６４万円を計上。 

 ６目、農業交流センター費の事業区分、１．農業交流センター等管理運営事業の需用費・

修繕料には、例年計上分の修繕料のほかに、自動ドア装置２基の修繕料として７１万５千

円を計上、なお、前年度実施の高圧ケーブル等更新工事費、加工室の圧搾機購入費予算が

なくなり、事業全体では５１５万７千円減の９４５万７千円を計上。 

 ７目、牧場費の事業区分、１．牧場一般事業では、１点目にインターネット光回線を整

備することとし、需用費、消耗品費に無線ＬＡＮルータ１万４千円、１２４ページになり

ますけども、役務費、通信運搬費に光回線通信料３万６千円、手数料に設置手数料２万１

千円、使用料及び賃借料にアンチウイルスライセンス使用料１万７千円を計上。 

 ２点目としまして、インボイス対応として、委託料に牧場管理のシステム改修業務費３

３万円を計上。 

 ３点目としまして、事務用パソコンを更新することとし、備品購入費に１８万２千円を

計上。 

 事業区分、２．牧場管理運営事業の需用費、消耗品費は、肥料代高騰の影響などにより

５５５万６千円増の１，１９４万５千円を計上。 

 次に、１２６ページの下の表、２項、２目、林業振興費の事業区分、２．民有林振興事

業のうち、１２８ページの上から４行目になりますけども、民有林管理推進事業補助金は

新規事業で「特に効率的な施業が可能な森林」で実施する保育間伐の公費補助残に対する

補助で、森林環境譲与税を全額充当することとし２１３万３千円を計上。 

 事業区分、３．有害鳥獣駆除事業の負担金、補助及び交付金の鳥獣被害防止対策協議会

負担金には、エゾシカ捕獲助成２００頭分４８万円を含んでおります。 

 １２９ページ、ここからは、７款、商工費になります。 

 １項、２目、商工業振興費、事業区分、１．商工業振興対策一般事業、負担金、補助及

び交付金の商工会活動費補助金には、新たなポイントカードシステムを導入するため、ポ
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イント端末機、カード製作費に対する補助３００万円を含む１，２４０万５千円を計上。

貸付金の中小企業特別融資運用基金貸付金は、償還期間を延ばすなど、貸し付け条件の緩

和により、預託先の北見信金訓子府支店の資金運用面から１千万円上乗せし４千万円とし

ております。なお、貸付枠は、４千万円の５倍の２億円としております。 

 事業区分、２．産業観光振興対策事業の負担金、補助及び交付金、産業観光振興協議会

活動費負担金は、前年度計上のオホーツク魅力発信特別番組への制作協力がなくなったこ

と、それから、ふるさとまつりステージショー上乗せ分を通常分に戻したことなどにより

１８０万円の減となっています。 

 次に、１３１ページ、ここからは、８款、土木費になります。 

 下の表の２項、１目、車両運行管理費の事業区分、１．車両運行管理事業は、車検台数

が１９台から１４台と５台減ったことなどから、車両修繕料で１４５万円の減、それから

前年度計上の公用車購入費分２５２万円の減など３６９万３千円の減となっています。 

 事業区分、２．除雪車両運行管理事業には、除雪車両として大型ロータリー１台購入す

ることとし、役務費に保険料等２万３千円、備品購入費に６，２００万円を計上。 

 １３４ページ、事業区分、３．車庫等施設維持管理事業、需用費、修繕料６３万８千円

のうち、車庫の自動火災報知機の更新修繕として５７万８千円を計上。 

 次に、下の表、３項、２目、道路維持費の事業区分、１．町道維持管理事業、需用費、

１３６ページになりますけども、上から２行目の修繕料２，０５０万６千円には、町道の

舗装および側溝補修、区画線補修などの町道維持管理事業として２千万円を計上しており

ます。 

 下の方の３目、橋りょう維持費、事業区分、１．橋りょう維持管理事業には、街灯修繕

料と電気代、修繕原材料を計上しております。 

 次に、１３８ページ、４項、１目、河川総務費、事業区分、１．河川維持管理事業の工

事請負費、河川改修整備工事は、酒谷川、山林川の護岸補修、永井の沢川の土砂留め桝設

置による断面狭小区間の解消工事費として１千万円を計上。 

 下の表の５項、１目、公園費、１４０ページになりますけども、中段にあります事業区

分、２．各公園等維持管理事業では、前年度計上の公園遊具解体撤去工事費の減などによ

りまして２４８万５千円減の１，２７１万４千円を計上しております。 

 次に、１４２ページ、６項、１目、住宅管理費、事業区分、１．町営住宅維持管理事業

の需用費、修繕料９２８万３千円には、日出団地３棟１２戸の屋根塗装修繕料として３３

７万７千円を計上しております。 

 ２目、住宅建設費、事業区分、１．幸栄団地整備事業には、幸栄団地の居住性向上のた

め、耐力度調査１棟４戸、内部改修１棟４戸にかかる経費３，３７９万８千円を計上。 

 次に、１４５ページ、９款、消防費になります。 

 ９款、１項、１目、消防組合費は、対前年度７，９０７万２千円減の２億３，８２１万

６千円を計上。 

 北見地区消防組合負担金の内訳につきましては、１９３ページから掲載しておりますの

でご覧いただきたいと思います。 

 ３款、１項、３目、訓子府消防支署費の事業区分、１．職員給与費は、支署職員の定数

が１５名から１７名に改正となり、令和５年度は１名を新規採用する予定であることから
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１６名分の人件費を計上したことなどによりまして７２３万５千円増の１億１，９６６万

９千円を計上。 

 事業区、２．消防行政一般経費には、新規採用職員の初任教育のための消防学校入校に

かかる旅費３２万９千円、需用費、消耗品費に被服装備費６９万５千円などを新規計上。 

 １９６ページの事業区分、６．消防業務費の備品購入費は、消火活動や人命救助で使用

する空気ボンベ２本で５０万４千円、高所現場などで使用のフルハーネス１着６万３千円、

合わせて５６万７千円を計上しております。 

 事業区分、７．救急業務費、需用費、消耗品費は、コロナ感染対策用オゾン発生器消耗

品、それから、除細動器用リチウム電池など５０万８千円、医薬材料費には、感染防止衣

上下６０着や使用期限切れによる医薬材料の補充など９８万９千円、委託料には、気管挿

管病院研修委託料など３６万円を計上。 

 事業区分、８．消防施設運営管理費の委託料１１７万８千円には、車庫シャッター保守

業務委託料４３万６千円、庁舎特別清掃費５２万円などを計上しております。 

 次に、１９８ページの下の表の２項、３目、訓子府消防団費、事業区分、３．消防業務

費、備品購入費には、平成９年に購入の消防ホース１０本を更新することとし５３万９千

円を計上。 

 ２００ページにかけての事業区分、５．消防団員活動費は、前年度当初予算で費用弁償

に計上しておりました災害出動、訓練警戒出動の手当てについて、総務省の指導もありま

して、本年度予算は、報酬に計上することになり、報酬で７８８万８千円の増、費用弁償

で７３７万７千円の減と、両方の科目で大きく増減しております。 

 なお、定例訓練の出動率を高めに見込んだことなどから、事業全体で５１万１千円の増

となっております。 

 事業区分、６．消防団活性化推進事業費は、団員の防寒衣整備事業終了などにより１４

６万３千円減の５２万８千円を計上。 

 事業区分、７．消防団互助会負担金９１万３千円には、消防団員の機関員確保のため、

大型自動車免許取得費助成分２４万７千円を含んでおります。 

 次に、下の表の３項、３目、訓子府消防施設費、事業区分、１．車両維持経費の需用費・

修繕料は、本年度、消防車など大型車３台、中型車１台の車検があることから、車検関係

で３４万１千円の増、また、消防車両積載の大型投光器のＬＥＤ化７４万８千円などによ

り１２２万円増の１８４万４千円を計上しております。 

 事業区分、３．消防施設整備事業費、備品購入費には、前年度債務負担行為済みの小型

動力ポンプ付き水槽車１台５，３２４万円、洗濯機など１４万７千円、合わせて５，３３

８万７千円を計上。 

 ２０１ページ、４款、公債費、１項、１目、元金は、平成２４年度借り入れの消防救急

デジタル無線施設事業分が前年度で償還完了となったことなどから１，２６７万４千円減

の６７１万４千円を計上。 

 ２目、利子は、元金同様、平成２４年借り入れの消防救急デジタル無線施設事業分は償

還完了となっておりますけども、新たに前年度借り入れの通信指令システム整備事業分の

償還開始に伴いまして２３万８千円増の４１万７千円を計上。 

 下の表の９款、共通経費、１項、１目、組合一括経費は、前年度とほぼ同額の６７０万
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８千円を計上。 

 ２目、組合共通経費は、経費総額、分担率の変更などにより、前年度と比べ９９万４千

円減の１，５２０万７千円を計上。 

〇副議長（西山由美子君） ここで１０時４０分まで休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時４０分 

 

〇副議長（西山由美子君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 副町長。 

〇副町長（森谷清和君） １４５ページに戻っていただきまして、２目、水防費の原材料

費は、土のう袋購入費を計上しておりますが、前年度よりも１，２００枚多い２千枚分３

３万円を計上。 

 ４目、消防施設整備費は、前年度いただいた寄付金を活用して、鉄骨造り平屋建ての２

連棟車庫を設置することとし、役務費に建築確認申請手数料３万５千円、工事請負費に設

置工事代６０５万円を計上。 

 １４７ページ、ここからは、１０款、教育費になります。 

 １０款、１項、１目、教育委員会費は、前年度実施の教育委員の道外研修旅費７４万円

が減となるなど２０５万８千円を計上。 

 次に、２目、事務局費、事業区分、１．事務局費は、本年度は道外研修がございません

ので、旅費など３４万２千円減の１０５万５千円を計上。 

 事業区分、２．学校教育等一般事業は、前年度の奨学資金貸付基金への積立金１，２８

７万円が未計上となっておりますので、大きく減額となっております。なお、１５０ペー

ジの負担金、補助及び交付金には、令和６年度に教科書が改訂となるため、第９地区教科

用図書採択教育委員会協議会負担金３万４千円を計上しております。 

 事業区分、５．語学指導助手配置事業は、前年度は、語学指導助手が７月まで育児休業

中であったため、４か月分を外部委託しておりましたが、本年度は外部委託がないため、

その委託料と報酬等との差額分など６０万５千円減の４３９万３千円を計上。 

 １５２ページになります。 

 事業区分、６．北海道訓子府高等学校振興事業は、通学困難区域のバス利用者の増を見

込んで、１台増車を見込んで４９８万２千円増の２，０７１万円を計上。 

 ３目、スクールバス運行費は、前年度の北訓線スクールバス更新事業分が未計上となる

など２，６０９万６千円の減。なお、本年度債務負担行為で緑丘線スクールバス購入事業

を計上し、令和６年度に納車の予定となっております。 

 下の表の２項、小学校費、１目、学校管理費になります。 

 事業区分、１．学校一般管理事業、１５４ページになりますが、中段の備品購入費には、

訓子府小学校に電動裁断機１台更新５４万５千円と給食配膳台３台２５万７千円、合わせ

て８０万２千円を、負担金、補助及び交付金、日本赤十字社訓子府町分区負担金は、ＡＥ

Ｄ共同購入にかかる負担金で、各小学校スタンド付き１台、合わせて２台分３１万６千円

を計上しております。 
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 事業区分、２．学校維持管理事業では、小学校２校とも電気暖房使用のため、電気料金

引き上げの影響が大きく、需用費、光熱水費は８８１万８千円増の２，７６１万９千円を

計上。 

 修繕料には、訓子府小学校２階教室の照明器具落下防止のための修繕料４３５万６千円、

居武士小学校の児童玄関のタイルおよび体育館入り口の水飲み場塗装剥離の修繕料１２０

万８千円を計上。 

 １５６ページの工事請負費には、前年度債務負担行為に計上の居武士小学校の鉄棒・ブ

ランコ更新工事費１７３万２千円を、備品購入費には、訓子府小学校の体育館暗幕更新費

５６万７千円と真空掃除機１台の更新分６万８千円、合わせて６３万５千円を計上。 

 事業区分、４．臨時講師配置事業は、前年度同様、訓子府小学校に臨時講師２名と特別

教育支援員４名、居武士小学校には臨時講師兼特別教育支援員１名、合わせて７名分の人

件費を計上しております。 

 ２目、教育振興費、事業区分、１．教育振興事業、１５８ページになりますが、使用料

及び賃借料のライセンス使用料１５４万３千円には、デジタル教材分９１万８千円、学習

者用デジタル教科書クラウド版２４万２千円が新たに計上となりましたけども、前年度の

クロームブック持ち帰りのためのセキュリティサービス５年分２３４万１千円の減などに

より、節全体では１２８万円の減額計上となっています。 

 備品購入費の特別教科用教材は、訓子府小学校の特別支援学級用教材としてトランポリ

ン１台の購入費３７万８千円を計上。 

 負担金、補助及び交付金の特別活動感染症対策補助金は、新規計上で、新型コロナウイ

ルス感染症にかかる修学旅行等の宿泊地の変更や不参加に伴う経費に対する学校への補助

金ですが、科目計上の千円を計上。なお、中学校費の教育振興費にも同様に科目計上して

おります。 

 下の表からは、３項、中学校費になります。 

 １目、学校管理費、事業区分、１．学校一般管理事業、１６０ページの負担金、補助及

び交付金に計上の日本赤十字社訓子府町分区負担金１５万８千円は、スタンド付きのＡＥ

Ｄ１台の共同購入分でございます。 

 事業区分、２．学校維持管理事業の需用費では、電気料金引き上げに伴う光熱水費１９

０万円の増などにより１２９万７千円の増額計上。 

 委託料は、上から３行目の校舎等特別清掃業務でワックス塗布などの面積が１５３．９

㎡の増などに伴い７３万３千円の増、節全体で９７万９千円の増となっております。 

 １６２ページ、一番上の事業区分、４．臨時講師配置事業は、臨時講師１名、特別教育

支援員１名の人件費を計上しております。 

 ２目、教育振興費、事業区分、１．教育振興事業の使用料及び賃借料は、新たにデジタ

ル教材使用料４８万１千円の計上がありますが、前年度の学習支援ソフト使用料５年分１

１３万６千円が減となるなど、５１万７千円の減額計上。 

 備品購入費には、生徒用図書２０万円のほか、体育用教材としてバレーボールネット、

支柱等カバー、握力計、合わせて１２万９千円を計上。 

 次に、１６４ページ、４項、１目、こども園費の事業区分、１．こども園運営事業、報

酬は、会計年度任用職員の昇給などにより２０９万１千円増の６，７８９万３千円を計上、



 - 15 - 

期末手当は支給率が２．５５月から２．４０月に改定となり４６万８千円の減、共済費は

掛率が下がったことなどから８３万５千円の減となっています。 

 １６６ページ、上から８行目の給食用備品１１万５千円は、炊飯器内釜更新分でござい

ます。 

 事業区分、２．こども園維持管理事業の需用費、光熱水費は、電気料金引き上げで１８

４万１千円の増となっています。委託料の維持管理業務５５万円は、３年ごとに実施の地

中熱ヒートポンプ保守点検業務でございます。 

 １６７ページ、ここからは、５項、社会教育費になります。 

 １目、社会教育総務費の事業区分、２．社会教育推進事業、委託料の各種教室・事業講

師派遣業務では、前年度の公民館４０周年記念事業および若がえり学級５０周年記念事業

関連予算が未計上となりまして５９万９千円減となっておりますが、その下の放課後児童

支援活動業務では、日ノ出地区ふれあいセンターで行っている「みつばちクラブ」の運営

が厳しいため、現行の指導員１名分の賃金に加え、さらに１名分の賃金を負担してほしい

との要望があったことから１３３万９千円増の２７４万３千円を計上。 

 事業区分、３．芸術・文化振興事業では、１７０ページになりますけども、委託料、作

品公開制作・ワークショップ業務は、武蔵野美術大学非常勤講師細井氏より寄贈を受ける

作品の輸送・設置、関係空間のメンテナンス、住民向けワークショップの開催を細井氏に

委託することとし６３万１千円を計上。 

 事業区分、５．歴史館維持管理事業の委託料、庭木等管理業務２９万４千円には、隔年

で実施の庭木選定業務２３万８千円を含んでおります。 

 ２目、公民館費、事業区分、１．公民館維持管理事業には、公民館整備事業として、１

７２ページになりますけども、需用費、修繕料５１１万２千円のうち、公民館非常用照明

器具交換修繕１２９万８千円、ロビー・講堂排煙窓修繕で２１１万２千円、自動ドア装置・

駆動ユニットの更新５４万６千円、ボイラー排煙濃度計取替修繕８２万５千円、それから

工事請負費に変圧器等更新工事費１５１万３千円、合計６２９万４千円を計上しておりま

す。 

 備品購入費には、ワイヤレスマイク２本の更新で１１万２千円、負担金、補助及び交付

金には、スタンド付きＡＥＤ１台の共同購入分として日本赤十字社訓子府町分区負担金１

５万８千円を計上しています。 

 ３目、図書館費、事業区分、１．図書館活動事業、１７４ページの需用費、印刷製本費

には、図書バーコードラベル１万枚を作成することとして１２万１千円を計上しておりま

す。 

 次に、１７５ページ、６項、保健体育費になります。 

 １目、保健体育総務費、事業区分、１．社会体育活動推進事業の備品購入費は、未就学

児から小学生向けの体力向上のための教室などで使用する「サーキッズセット」という教

材購入費１２万３千円を計上。 

 ２目、体育施設費、事業区分、１．スポーツセンター維持管理事業の需用費、光熱水費

は、電気料金引き上げに伴い３５５万６千円増の９６０万３千円を計上。 

 １７８ページの委託料、床ワックス清掃業務は、アリーナ１，２３０㎡のウレタン塗装

業務で５年に１回を目途に実施するもので１４９万６千円を計上。負担金、補助及び交付
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金には、スタンドなしのＡＥＤ１台の共同購入分として日本赤十字社訓子府町分区負担金

１２万６千円を計上。 

 事業区分、２．温水プール維持管理事業、需用費、燃料費では、ボイラー重油代が１５

０万５千円の増、修繕料２９８万７千円には、採暖室の壁付電気暖房２台の取り替えで２

９万１千円、小型ろ過機２基の交換修繕１７４万円などを計上。 

 委託料の一番下にあります看板作成業務は、年次的に更新するコース看板製作業務で、

本年度は３枚分１６万６千円を計上。 

 備品購入費には、男女更衣室の洗濯機を更新することとし、２台で９万８千円を計上。 

 １８０ページの負担金、補助及び交付金の日本赤十字社訓子府町分区負担金はＡＥＤス

タンドなし１台分１２万６千円を計上。 

 事業区分、３．屋内ゲートボール場維持管理事業の負担金、補助及び交付金、日本赤十

字社訓子府町分区負担金は、ＡＥＤスタンド付き１台分で１５万８千円を計上。 

 事業区分、４．屋外運動施設維持管理事業、需用費、消耗品は、パークゴルフ場芝生用

肥料価格の高騰などにより７４万６千円の増額計上、修繕料１０４万９千円には、スキー

場ロッジのトイレを和式から洋式へ改造するための経費２４万２千円、それから野球場散

水栓修繕３７万４千円などを含んでおります。 

 １８２ページになりますが、パークゴルフ場の芝生改良のため、使用料及び賃借料に目

土散布機械借上料７９万２千円と原材料費・施設管理原材料１３７万１千円のうち目土代

として９２万６千円、合わせて１７１万８千円を計上。 

 備品購入費、施設用備品１９万８千円は、主にパークゴルフ場で使用する集草機１台購

入分でございます。 

 負担金、補助及び交付金の日本赤十字社訓子府町分区負担金は、ＡＥＤ共同購入分で、

町営球場にスタンド付き１台１５万８千円、それから、パークゴルフ場にスタンドなしで

１台１２万６千円、合わせて２８万４千円を計上。 

 ３目、給食センター費、事業区分、１．給食センター運営事業の需用費、賄材料費は、

給食提供者が６９４人から７０４人へと１０人の増加で３５万１千円、さらに物価高騰に

よる町費負担分７６万１千円、合わせて１１１万２千円の増額となっております。 

 事業区分、２．給食センター維持管理事業、１８４ページの下の方にありますが備品購

入費、厨房用備品には、食器洗浄機１台４０１万５千円、食器用水切り台１台１０万５千

円、食缶１４リットル用３個１１万４千円、食用油ろ過機１台３１万９千円、合わせて４

５５万３千円を計上。 

 １８５ページ、１１款、公債費です。 

 １目、元金、事業区分、１．長期債元金償還は、前年度末で８本の償還が完了となりま

すが、新たに道営事業、スポーツセンター外構整備など５本の償還が始まり５３３万８千

円増の５億８，３２５万円を計上。 

 ２目、利子のうち、事業区分、１．長期債利子償還は、８５万円増の１，０２２万２千

円、事業区分、２．一時借入金利子償還は、金融機関からの一時借入５億円を４日間、基

金繰り替え運用１億５千万円を５日間、３億円を８日間分見込んで、合わせて１０万円を

計上。 

 １８７ページの１２款、災害復旧費は、科目計上で旅費のみ計上しております。 
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 １８９ページは、１３款、給与費になります。 

 給与費には、特別職３名と再任用職員５名を含む一般職１０１名分、合わせて１０４名

分の人件費を計上しております。 

 給与改定で勤勉手当が１．９月から２．０月に０．１月分増となっておりますが、一般

職で１名の減、管理職手当支給対象職員が前年度当初見込みで２４名でしたけども、現時

点で２１名のため、３名減で見積もったこと、また、前年度は退職手当組合負担金の３年

ごとの清算額を計上しておりましたけども、本年度は未計上となり、さらに退職手当組合

普通負担金の負担率が１ポイント下がり負担額が減少したことなどから、目全体で１，１

００万２千円の減額計上となりました。 

 なお、議員、各種委員、会計年度任用職員の報酬等を加えた給与費については、２０８

ページから２１２ページまでの給与費明細書を添付しておりますので、後ほどご覧いただ

くこととし、説明は省略させていただきます。 

 １９１ページは、１４款、予備費で前年度同額の４００万円を計上。 

 続きまして、２０３ページからは、これまでにご決定をいただいた分も含め債務負担行

為のうち当該年度以降支出のあるものの調書で、前年度末までの支出見込額と本年度以降

の支出予定額を掲載しております。２０６ページの一番下段の計の欄で、本年度以降の支

出予定額は、対前年度１億１，４２９万７千円減の４億４，０７４万９千円で、うち一般

財源は３億８，８３５万４千円となっております。 

 なお、本年度分の支出予定額につきましては、予算説明資料の２３、２４ページに一覧

にしてありますので、後ほどご覧をいただきたいと思います。 

 続きまして、２０７ページは、地方債の年度末現在高に関する調書で、合計欄の一番右

の欄になりますけども、令和５年度末現在高見込額は４７億７，７６４万３千円となって

おります。中ほどの令和４年度末現在高見込額と比べ３億６，４５５万円減少しておりま

す。 

 以上、総額を４４億７，３２０万円とする令和５年度一般会計予算案の提案説明を申し

上げました。 

 時間の関係もあり、説明不足の点、多々あろうかと思いますが、その点につきましては

質疑の中で補足させていただきますので、ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

〇副議長（西山由美子君） 次に、議案第８号 令和５年度訓子府町国民健康保険特別会

計予算についての提案理由の説明を求めます。別冊予算書２１３ページです。 

 福祉保健課長。 

〇福祉保健課長（今田朝幸君） それでは、予算書の２１３ページをお開き願います。 

 議案第８号 令和５年度訓子府町国民健康保険特別会計予算につきまして、別冊の予算

案の説明資料を含めまして、ご説明申し上げます。 

 予算書に入ります前に、別冊の「各会計予算案の説明資料」の２６ページから２９ペー

ジにわたり、国保会計の概要を記載してございます。こちらの内容につきましては、説明

を省略させていただきますが、予算編成にあたっての基本的な考えとしまして、国保税に

つきましては、事業費納付金に見合うように計上、道支出金につきましては、北海道から

の通知額等により計上してございます。 
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 一般会計繰入金は、法定の繰り入れ分を繰入金として計上しております。 

 歳出につきましては、前年度の医療費実績見込み等から推計しました保険給付費と、北

海道からの通知による事業費納付金を計上したほか、総務費に北海道クラウド運用にかか

る各種負担金を、保健事業費では、特定健診等にかかる費用を計上してございます。 

 次に、資料の８ページをお開きください。 

 下から３行目に、国保会計の財政調整基金保有状況を記載してございます。 

 基金は、一般会計から繰り入れる普通交付税に算入されております財政安定化支援分４

１万円と預金利子１千円を積み立てし、前期高齢者交付金等の精算に伴う返還分１，００

２万４千円を取り崩し、令和５年度末の保有見込額は５，４８９万４千円となる見込みで

ございます。 

 それでは、予算書２１３ページに戻りまして、内容の方を説明申し上げます。 

 議案第８号 令和５年度訓子府町国民健康保険特別会計予算の第１条では、予算の総額

を歳入歳出それぞれ８億３，７７０万円と定めるものであります。 

 この予算は、前年度当初予算と比較しまして１，７６０万円、２．１％の増となってご

ざいます。 

 第２条では、一時借入金の借入限度額を前年同額の３千万円と定めるものであります。 

 第３条では、歳出予算の流用についての定めでありますが、保険給付費と国民健康保険

事業費納付金の各項の予算に過不足が生じた場合に、同一款内で各項間の流用ができるこ

とを定めるものでございます。次に２１４ページ、２１５ページにつきましては、款項ご

とにそれぞれ額を記載しており、２１６ページ、２１７ページには総括表を載せてござい

ます。こちらはご覧いただくこととしまして、２１８ページ以降の事項別明細書によって、

その特徴的なものに限って説明をさせていただきますので、あらかじめお許しをいただき

たいと思います。 

 それでは、２１８ページの歳入から説明させていただきます。 

 見開きで左側が款・項・目、右側のページが節と説明を載せてございますので、両方の

ページを見ながらお聞きいただきたいと思います。 

 １款、１項、１目の一般被保険者国民健康保険税でございますが、総額では前年度比２，

３９６万２千円増の２億５，８２５万７千円を見込んでございます。 

 ２１９ページの１節、医療給付費分現年課税分につきましては、世帯数で８３３世帯、

被保険者数は１，７５９人を見込み、低所得者軽減分、限度額超過分などを勘案した上で

事業費納付金に見合うよう算定し、収納率を９９％と見込んで１億７，９１５万１千円を

計上してございます。 

 ２節、医療給付費分滞納繰越分につきましては、前年同額の１００万円を計上。 

 ３節、後期高齢者支援金分現年課税分につきましては、医療給付費分現年課税分と同様

に算出し５，２４５万円を計上してございます。 

 ５節、介護納付金分現年課税分につきましては、世帯数で４２９世帯、被保険者数は６

１５人を見込んで２，５６５万４千円を計上しております。 

 次に、２２０ページの２段目、２款、道支出金、１項、１目、保険給付費等交付金につ

きましては、２２１ページの１節、普通交付金としまして、保険給付にかかる交付金分５

億１，１２１万４千円を計上。 
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 また、２節、特別交付金には、保険者努力支援分３６４万１千円、特別調整交付金分（市

町村向け）に特定健診受診率向上支援等共同事業に対する補助金等を含め６１７万９千円、

道繰入金（２号分）に４５８万８千円、特定健康診査等負担金に２２３万３千円の合計１，

６６４万１千円を計上してございます。 

 ４款、繰入金、１項、１目、財政調整基金繰入金につきましては、前期高齢者交付金等

の精算により確定している返還分としまして１，００２万４千円を計上しております。 

 ２２２ページの上段、２項、１目、一般会計繰入金の１節、保険基盤安定繰入金は、前

年度実績額により、保険税軽減分２，０４６万３千円と保険者支援分１，４７０万２千円

を合わせ３，５１６万５千円を計上。 

 ２節、出産育児一時金繰入金は３００万円を。 

 ３節、財政安定化支援事業繰入金は、前年度の普通交付税措置実績額の４１万円を。 

 ４節、その他一般会計繰入金は、国保会計を運営するための事務費等に要する経費２４

８万５千円を町の負担分として繰り入れしてございます。 

 ６款、諸収入、３項、４目、雑入につきましては、特定健診にかかる自己負担額の計上

でございますが、集団健診５５０人分のうち誕生健診の１４０人を除く４１０人分の自己

負担分としまして４９万２千円を計上しております。 

 次に、２２４ページの歳出でございます。 

 １款、１項、１目、一般管理費および２目の連合会負担金につきましては、国保一般事

務に要する経費としまして、合わせて前年度比１６６万６千円減の６１７万１千円を計上

しております。減額の要因としまして、北海道クラウドの機器更新に伴う本町ネットワー

ク環境の設定変更等にかかる委託費用７５万１千円がなくなったことと北海道クラウド運

用負担金の算定根拠見直しに伴い６３万４千円が減額されたことによるものです。 

 ２項、１目、賦課徴収費につきましては、賦課徴収等にかかる事務経費でございますが、

前年度比６１万３千円の減の５０万２千円となっております。こちらは、昨年３町により

ます自治体クラウドの運用開始に伴い、納付書が新たな様式となったことで例年より多め

の数量を共同購入しておりましたが、今年度は昨年の在庫が残っていることから、不足す

る数量分のみを予算計上としたことにより減額となってございます。 

 次に、２２６ページになります。 

 ３項、運営協議会費につきましては、運営協議会等にかかる事務経費ですが１２万１千

円を計上しております。 

 ２款、保険給付費、１項、療養諸費の積算につきましては、前年度の給付実績等から推

計し、計上しておりますので、ご理解願います。 

 １目、療養給付費は、前年度比１，１００万円増の４億４，４００万円を計上。 

 ２目の療養費は、前年同額の５００万円を計上。 

 ３目の審査支払手数料は１３１万１千円を計上してございます。 

 次に、２項、高額療養費につきましても、療養諸費と同様に前年度の給付実績等により

推計し、計上してございます。 

 １目の高額療養費は、前年度比６００万円増の５，６００万円を計上。 

 ２目の高額介護合算療養費は、前年同額の１０万円を計上しております。 

 ２２８ページの上から２段目、４項、１目、出産育児一時金につきましては、近年の給
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付実績等を踏まえ前年度比１８０万円減の４５０万円、９人分を計上。 

 ５項、１目の葬祭費は、前年同額の３０万円を計上しております。 

 ６項、１目の傷病手当金につきましては、適用期間が本年３月末までとなっておりまし

たが、令和５年５月７日まで延長されたことから、科目計上しているものでございます。 

 ２３０ページなります。 

 ３款、国民健康保険事業費納付金は、北海道へ納付金を支払うための科目で、その金額

は北海道からの通知に基づき計上してございます。 

 １項、１目、医療給付費分につきましては、前年度比２８９万４千円増の２億２，８１

２万３千円を計上。 

 ２項、１目、後期高齢者支援金等分につきましては、前年度比５５万７千円増の５，６

９４万１千円を計上。 

 ３項、１目、介護納付金分につきましても、前年度比１０７万３千円増の２，１９２万

８千円を計上しております。 

 ２３２ページになります。 

 ６款、保健事業費、１項、１目の特定健康診査等事業費につきましては、国保加入の４

０歳から７４歳の被保険者を対象とした特定健診に要する経費としまして５４５万２千円

を計上しております。 

 右側の２３３ページになりますが、１１節、役務費は、特定健診のための郵送料や特定

健診データ管理システム手数料としまして３８万２千円を計上。 

 １２節、委託料は、特定健診業務にかかる費用でございますが、６７０名分の基本健診

料などとしまして５０６万１千円を計上してございます。 

 ２項、１目、保健事業総務費につきましては、保健事業に要する経費としまして、前年

度比２４万円増の６９２万４千円を計上しております。 

 １節は、未受診者への勧奨事務等にあたる会計年度任用職員への報酬２８万６千円を、

７節、報償費は、前年比２０万７千円増の３３万４千円を計上しております。これまでは

健診結果説明会での栄養相談業務にかかる臨時管理栄養士の経費のみを計上しておりまし

たが、健診受診率が伸びていることで結果説明を受ける人数も増えてきていることから、

今年度から臨時保健師の経費を計上、保健指導業務等にあたるほか、年４日間の保健指導

日を設け、健診結果から生活習慣に注意が必要と思われる対象者を呼び出し、簡易血液検

査で健康状態を把握するなど生活習慣病や重症化にならないよう指導・予防業務等の充実

を図るものでございます。 

 役務費は、医療費通知等の郵送料や臨時保健師・管理栄養士への傷害保険料を合わせて

３２万円を計上、委託料のうち独自健診業務に９０万１千円、医療費通知等の共同電算処

理特別業務に５万７千円を計上、１８節、負担金、補助及び交付金では、特定健診受診率

向上共同事業負担金に４４２万７千円を、健康診査助成金は、脳ドックに対する助成金で

前年同額の１５人分３０万円を計上しております。 

 以上、令和５年度訓子府町国民健康保険特別会計の予算について、提案理由の説明をさ

せていただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇副議長（西山由美子君） 次に、議案第９号 令和５年度訓子府町後期高齢者医療特別

会計予算についての提案理由の説明を求めます。別冊予算書２３７ページです。 
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 福祉保健課長。 

〇福祉保健課長（今田朝幸君） 各会計予算書の２３７ページをご覧いただきたいと思い

ます。 

 議案第９号 令和５年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算につきまして、別冊の予

算案の説明資料を含めてご説明申し上げます。 

 予算書に入る前に、別冊の「各会計予算案の説明資料」の３０ページ、３１ページに後

期高齢者医療会計の概要を記載してございます。内容につきましては、説明の方を省略さ

せていただきますが、予算編成にあたっての基本的な考え方としまして、歳入の方では、

後期高齢者医療制度において、財政運営期間が２年間とされており、保険料につきまして

は、令和４年度が２年ごとの見直しの年であったことから、令和４年度と令和５年度の医

療費等の推計により、北海道後期高齢者医療広域連合から示されました保険料を計上して

ございます。また、低所得者の保険料軽減分や広域連合への事務費等についても広域連合

から示された額を一般会計から繰入金として計上してございます。 

 歳出につきましては、所要の事務費のほか、後期高齢者医療広域連合への納付金を計上

しております。 

 それでは、予算書２３７ページに戻りまして、内容の方を説明させていただきます。 

 議案第９号 令和５年度訓子府町後期高齢者医療特別会計予算の第１条では、予算の総

額を歳入歳出それぞれ１億１９０万円と定めるものでございます。 

 この予算は、前年度当初予算と比較しまして２７０万円、２．７％の増となっておりま

す。 

 ２３８ページ、２３９ページにつきましては、款項ごとのそれぞれの額を記載しており、

２４０ページ、２４１ページには総括表を載せてございますので、ご覧いただくこととし

まして、内容につきましては、２４２ページ以降の事項別明細書によって、その特徴的な

ものについて説明させていただきます。 

 ２４２ページの歳入から説明いたします。 

 １款、１項の後期高齢者医療保険料でございますが、北海道後期高齢者医療広域連合が

定めた保険料額に基づき計上しており、保険料算定の基礎となる均等割額は５万１，８９

２円、所得割率は１０．９８％としており、保険料総額では、前年度比２９９万５千円増

の６，９９７万２千円を計上しております。 

 まず、１目、１節、特別徴収保険料は、被保険者数を８０１人と見込み、保険料額４，

０５８万３千円を計上、２目、１節、普通徴収保険料は、被保険者数を２５２人と見込み、

保険料額２，９３８万８千円を計上、２節の普通徴収保険料滞納繰越分は１千円を計上し

ております。 

 ２款、繰入金、１項、１目の保険基盤安定繰入金につきましては、低所得者の保険料軽

減分として道と町の負担分を合わせて、前年度比３２万８千円減の２，４６０万６千円を

計上してございます。 

 ２目の事務費繰入金につきましては、広域連合への共通経費分と事務経費分を合わせて、

前年度比３万３千円増の７２１万２千円を計上しております。 

 ４款、諸収入、２項、１目の保険料還付金につきましては、納めすぎた保険料が広域連

合から還付されるもので、前年度同額の１０万円を計上してございます。 
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 ２４６ページ、歳出の方に移ります。 

 １款、総務費、１項、１目の一般管理費につきましては、右側の２４７ページになりま

すが、担当者会議等へ参加するための旅費、プリンタトナー等の消耗品費、一斉更新に伴

う被保険者証を送付するための通信運搬費、後期高齢者医療システムの保守業務、後期高

齢者医療システム使用料など、一般事務に要する経費としまして前年度比１１０万８千円

減の２８７万２千円を計上しております。減額の要因ですが、昨年は被保険者の窓口負担

割合の見直しに伴い被保険者証を年２回、８月と１０月に更新しておりましたが、今年度

は８月の一斉更新のみになるため、通信運搬費の減と後期高齢者システムの機器更新にか

かる経費が未計上によるものでございます。 

 ２項、徴収費、１目の賦課徴収費につきましては、賦課通知送付用の窓あき封筒や保険

料決定通知証送付のための郵便料など１６万５千円を計上しております。 

 次に、２款、１項、１目、後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、広域連合共

通経費の町負担分として、事務費納付金４１７万７千円を計上、また収納した保険料分と

低所得者の保険料軽減分の保険基盤安定負担金を合わせた保険料等納付金としまして９，

４５７万９千円を計上、後期高齢者医療広域連合納付金の総額は、前年度比３８０万１千

円増の９，８７５万６千円を計上してございます。 

 ２４８ページになります。 

 ３款、諸支出金、１項、１目の保険料還付金につきましては、納めすぎた保険料の還付

金として、歳入同額の１０万円を計上してございます。 

 以上、令和５年度訓子府町後期高齢者医療特別会計の予算につきまして、提案理由の説

明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げま

す。 

〇副議長（西山由美子君） 次に、議案第１０号 令和５年度訓子府町介護保険特別会計

予算についての提案理由の説明を求めます。別冊予算書２５０ページです。 

 福祉保健課長。 

〇福祉保健課長（今田朝幸君） 各会計予算書の２５０ページをお開き願います。 

 議案第１０号 令和５年度訓子府町介護保険特別会計予算につきまして、別冊の予算案

の説明資料を含めて説明させていただきます。 

 まず、最初に、別冊の「各会計予算案の説明資料」の３２ページから３７ページに介護

保険会計の概要を記載してございます。 

 内容につきましては、説明を省略させていただきますが、予算編成にあたっての基本的

な考えとしまして、歳入では、令和３年度から令和５年度までの第８期事業計画期間に要

する保険給付費を基礎として積算しました介護保険料をはじめ、国庫支出金、支払基金交

付金、道支出金を計上したほか、介護認定等にかかる所要額を含めました町負担分の一般

会計からの繰入金を計上しております。 

 また、歳出では、保険給付費、介護認定審査会費、事業の運営経費等のほか、地域支援

事業費では、介護予防・日常生活支援総合事業と包括的支援事業・任意事業分を計上して

ございます。 

 資料の８ページをお開きいただきたいと思います。 

 基金の保有状況ですが、下から２行目に記載してありますように、介護保険特別会計の
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収支不足分等の取り崩しを行うことにより、令和５年度末の介護給付費準備基金保有見込

額は２，２１３万３千円となる見込みでございます。 

 それでは、予算書２５０ページに戻りまして、内容を説明いたします。 

 議案第１０号 令和５年度訓子府町介護保険特別会計予算の第１条では、予算の総額を

歳入歳出それぞれ６億２，７６０万円と定めるものであります。 

 この予算は、前年度当初予算と比較しまして１９０万円、０．３％の減となってござい

ます。 

 第２条では、一時借入金の借入最高額を前年同額の３千万円と定めるものであります。 

 第３条では、歳出の流用についての定めでありますが、保険給付費の各項の予算に過不

足が生じた場合に、同一款内で各項間の流用ができることを定めるものであります。 

 次に、２５１ページ、２５２ページにつきましては、款項ごとにそれぞれの額を記載し

ており、２５３ページ、２５４ページには、総括表を載せておりますので、ご覧いただく

こととしまして、２５５ページ以降の事項別明細書によって、特徴的なものに限って説明

させていただきますので、あらかじめお許しをいただきたいと思います。 

 ２５５ページ、歳入から説明させていただきます。 

 まず、１款、保険料でございますが、第８期介護保険事業計画によりまして、令和３年

度から令和５年度までの基準保険料を月額５，６５０円、年額で６万７，８００円として

算定してございます。 

 また、保険料段階は、負担が過重にならないよう国の標準段階と同じく第１段階から第

９段階とし、第１段階から第３段階までの低所得者への保険料軽減を図っております。 

 １項、１目、第１号被保険者保険料、２５６ページの１節、特別徴収保険料につきまし

ては、被保険者総数を１，７４６人と見込み、保険料額を１億８２２万９千円。 

 ２節の普通徴収保険料につきましては、被保険者総数を１８０人と見込み、保険料額を

１，１３８万７千円とし、介護保険料の総額を前年度比３万６千円増の１億１，９６１万

７千円を計上しております。 

 次に、２款、国庫支出金、１項、１目、介護給付費負担金につきましては、現年度分と

しまして、保険給付費に対する国のそれぞれの負担割合を乗じた１億２３７万５千円を計

上しております。 

 ２項、１目、調整交付金につきましては、財政力の格差調整のための交付金でございま

すが、現年度分としまして、過去の実績から保険給付費の８．２７％、４，３２６万円を

計上しております。 

 ２５７ページの２目、地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合）交付金につきまし

ては、現年度分で、介護予防・日常生活支援総合事業費に要する費用の２５％、３０３万

２千円を計上。 

 ３目の地域支援事業（包括的支援・任意）交付金につきましても、現年度分としまして、

包括的支援事業・任意事業費に要する費用に対して３８．５％の４３３万４千円を計上し

ております。 

 ４目、保険者機能強化推進交付金は、高齢者の自立支援・重度化防止等に資する取り組

みに対して交付されるものでありますが、前年実績額の１１８万９千円を計上。 

 ５目、介護保険保険者努力支援交付金は、介護予防や健康づくり等に資する取り組みに
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対し、評価指標の達成状況に応じて自治体に交付されるもので、前年実績額の１１６万２

千円を計上するものであります。 

 次に、３款、１項、支払基金交付金、１目、介護給付費交付金につきましては、現年度

分としまして、保険給付費の２７％、１億６，０４９万５千円を計上。 

 ２目の地域支援事業支援交付金につきましては、現年度分としまして、介護予防・日常

生活支援総合事業に要する経費の２７％、３２７万４千円を計上しております。 

 ４款、道支出金、１項、１目、介護給付費負担金は、現年度分としまして、保険給付費

に対してそれぞれ道の負担割合を乗じた９，０８１万４千円を計上。 

 ２項、１目、地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合）交付金につきましては、現

年度分としまして、介護予防・日常生活支援総合事業費の１２．５％の１５１万６千円を。 

 ２目の地域支援事業（包括的支援・任意）交付金につきましては、現年度分としまして

包括的支援事業・任意事業費の１９．２５％の２１６万７千円をそれぞれ計上しておりま

す。 

 次に、２５９ページ、２段目になりますが、６款、１項、１目、介護給付費準備基金繰

入金につきましては、介護保険会計の収支不足分の補填としまして３２万６千円を繰り入

れするものであります。 

 ２項、１目、一般会計繰入金、２６０ページの１節、介護給付費繰入金につきましては、

保険給付費に要する町負担分１２．５％の７，４３０万４千円を。 

 ２節、地域支援事業（介護予防・日常生活支援総合）繰入金は、介護予防・日常生活支

援総合事業分に要する町負担分１２．５％の１５１万７千円を、 

 ３節、地域支援事業（包括的支援・任意）繰入金は、包括的支援事業・任意事業費分に

要する町負担分１９．２５％の２１６万８千円を。 

 ４節、その他一般会計繰入金につきましては、特別会計を運営するための事務費等に要

する経費としまして９６６万５千円を。 

 ５節、低所得者保険料軽減繰入金につきましては、第１段階を０．５から０．３に、第

２段階を０．６３から０．５に、第３段階を０．７５から０．７とそれぞれの基準額に対

する負担割合に軽減するため６３６万２千円を軽減負担分として繰り入れするものであり

ます。 

 次に、２６３ページの歳出になります。 

 １款、１項、１目、一般管理費につきましては、担当者会議や研修会等へ参加するため

の旅費、被保険者証や負担割合証等の消耗品費、各種通知書等の送付にかかる通信運搬費、

介護保険システム保守業務、介護保険システムデータセンター使用料など、一般事務に要

する経費としまして前年度比２８万２千円増の２８３万５千円を計上しております。増額

の要因ですが、国保連合会と接続しているパソコンのマイクロソフトオフィスのライセン

ス更新にかかる経費６万６千円の増と介護保険システムで使用しているプリンタが導入か

ら１１年が経過し、部品等の調達が困難となったため、機器更新費用として１４万６千円

を計上していることによるものです。 

 ２項、徴収費、１目、賦課徴収費につきましては、納付書や督促状の送付に使用する窓

開き封筒の印刷費や郵便料としまして２１万７千円を計上。 

 ３項、１目の介護認定審査会費につきましては、北見市、置戸町と共同設置しておりま
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す介護認定審査会経費としまして３５４万５千円を計上。 

 ２６５ページになります。 

 ２目、認定調査費では、介護認定調査に要する経費としまして２３０万１千円を計上し

ております。 

 ４項、１目の趣旨普及費につきましては、介護保険制度のＰＲを図るための経費としま

して、前年同額の５０万２千円を計上。 

 ５項、１目、計画策定委員会費につきましては、令和６年度からの第９期介護保険事業

計画策定のための経費としまして１９万４千円を計上しております。 

 ２６７ページになります。 

 ２款、保険給付費、１項、１目、居宅介護サービス給付費ですが、居宅要介護者にかか

る給付で、利用者の増により前年度比１４４万４千円増の１億５，０２５万円を計上。３

目、地域密着型介護サービス給付費は、認知症対応型共同生活介護、グループホームの利

用に対する給付に７，９５５万４千円を。 

 ５目、施設介護サービス給付費は、特養や老人保健施設サービスにかかる給付で、前年

度比１３０万３千円減の２億７，６９９万１千円を計上しております。 

 ７目、居宅介護福祉用具購入費は、前年同額の８０万円を計上。 

 ８目、居宅介護住宅改修費についても、前年同額の１５０万円を。 

 ９目、居宅介護サービス計画給付費は、ケアプラン作成にかかる給付としまして２，０

８８万円を計上しております。 

 ２項、介護予防サービス等諸費につきましては、要支援１、要支援２の被保険者に対す

る介護予防に要する経費を計上してございます。１目、介護予防サービス給付費は、居宅

要支援者にかかる給付で、サービス利用者の増により前年度比１８１万７千円増の１，１

６８万２千円を計上。 

 ２６９ページになります。 

 ５目、介護予防福祉用具購入費に５０万円を計上。 

 ６目、介護予防住宅改修費は、前年同額の１４０万円を計上。 

 ７目、介護予防サービス計画給付費につきましては、ケアプランの作成にかかる給付と

しまして２９１万６千円を計上してございます。 

 ３項、１目、審査支払手数料は、介護給付費の請求にかかる審査支払手数料としまして

４５万円を計上してございます。 

 ４項、１目、高額介護サービス費は、要介護被保険者の介護サービス自己負担額が一定

額を超えた場合に給付するもので１,３９６万円を計上。 

 ２目、高額介護予防サービス費は、要支援者に対する高額給付費で、前年同額の１０万

円を計上しております。 

 ２７１ページになります。 

 ５項、１目、高額医療合算介護サービス費は、要介護被保険者の介護保険と医療保険の

自己負担の合計額が年間で一定額を超えた場合に給付するもので、前年度比２０万円増の

２８０万円を計上。 

 ２目、高額医療合算介護予防サービス費につきましては、要支援者に対する給付となり

ますが、前年同額の１０万円を計上しております。 
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 ６項、１目、特定入所者介護サービス費は、施設入所者で所得の低い方への食費・居住

費の補足的給付としまして、前年度比２２８万８千円減の３，０４３万７千円を計上。 

 ３目、特定入所者介護予防サービス費は、要支援者の短期入所サービス利用者に対する

食費・滞在費の補足的給付としまして、前年同額の１０万円を計上しております。 

 ３款、地域支援事業費、１項、１目、介護予防・生活支援サービス事業費につきまして

は１，１６４万９千円を計上しております。 

 主な内容としまして、２７２ページになりますが、委託料のサービス計画作成業務に７

４万５千円、運動指導等業務に１６８万３千円。 

 １８節、負担金、補助及び交付金の介護予防・生活支援サービス事業費では、要支援者

にかかる訪問型・通所型サービス事業に９１３万８千円を計上しております。 

 ２目、一般介護予防事業費につきましては、住民が主体的に実施する活動の普及推進や

身近な地域での介護予防事業の実施を目的に４８万円を計上。 

 ２７４ページになりますが、主な内容としましては、委託料の老人クラブや町内会の集

いのほか「いきいき百歳体操」への専門職派遣による運動指導等業務に３０万１千円を計

上しております。 

 ２項、包括的支援事業・任意事業費、１目、総合相談支援事業費につきましては、地域

における関係者とのネットワークを構築するとともに、高齢者の心身の状況や生活実態、

必要な支援等を把握、相談を受けるなど地域における適切な保健・医療・福祉サービスに

つながる支援を行うための経費としまして４９８万３千円を計上、主なものは、地域包括

支援センター職員の人件費に充当するため、一般会計繰出金として４９６万７千円を計上

しております。 

 ３目、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業費につきましては、主治医・ケアマネ

ージャー・地域の関係機関との連携を通じて、ケアマネジメントの後方支援を行うための

経費としまして１７万５千円を計上。 

 ４目、地域包括支援センター運営費につきましては、介護サービス事業者のネットワー

ク化など支援システムを構築する取り組みや地域包括支援センターの運営協議会に要する

経費としまして、前年度比１９６万４千円増の３１７万５千円を計上しております。 

 ２７６ページになりますが、増額の要因としまして、地域包括支援システムに使用して

いる機器の更新、パソコン４台とプリンタ１台になりますが、これら備品購入費用と更新

機器の環境設定等にかかる委託費用が増えたことによるものでございます。 

 ５目、生活支援体制整備事業費につきましては、生活支援・介護予防サービスの体制整

備にかかる協議体や生活支援コーディネーターの経費で１２７万８千円を計上。 

 ６目、認知症総合支援事業費につきましては、認知症初期集中支援事業にかかる経費と

しまして３６万１千円を計上しております。 

 ７目、在宅医療・介護連携推進事業費につきましては、在宅医療と介護の連携に要する

経費ですが、前年度比２０万９千円減の２万６千円を計上。昨年は講師を迎えての施設で

の食事介助に関する具体的指導を含めた研修会を実施しましたが、隔年開催としているこ

とから減額となっております。 

 ８目、地域ケア会議推進事業費につきましては、介護支援専門員の資質向上やケアマネ

ジメントの向上を図る経費としまして１２万１千円を計上。 
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 ９目、任意事業費は、認知症高齢者等に対する成年後見制度利用にかかる経費や家族介

護用品購入に対する助成費用としまして１１３万７千円を計上してございます。 

 以上、令和５年度介護保険特別会計予算について、提案理由の説明をさせていただきま

した。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇副議長（西山由美子君） ここで昼食のため、休憩いたします。 

 午後は１時から令和５年度訓子府町下水道事業特別会計予算について行いますので、ご

参集願います。 

 

休憩 午前１１時５７分 

再開 午後 １時００分 

 

〇副議長（西山由美子君） それでは、定刻になりました。 

 休憩を解き、会議を継続いたします。 

 次に、議案第１１号 令和５年度訓子府町下水道事業特別会計予算についての提案理由

の説明を求めます。別冊予算書２８２ページです。 

 上下水道課長。 

○上下水道課長（森田繁光君） 各会計予算書の２８２ページをお開き願います。 

 議案第１１号 令和５年度訓子府町下水道事業特別会計予算につきまして、別冊の「各

会計予算案の説明資料」を含め、ご説明いたします。予算書に入る前に別冊の各会計予算

案の説明資料の４０ページをご覧いただきたいと思います。 

 下水道会計の予算編成にあたっての大筋を記載してございます。 

 まず、歳入については、国庫支出金に今年度で終了します農業集落排水施設更新事業に

関わる補助金を昨年度に引き続き計上しております。また、町債では、農業集落排水事業

および個別排水処理施設整備事業の事業費財源に充てるための起債と地方公営企業法の法

的化に向けた移行業務の財源として、昨年度に引き続き、地方公営企業会計適用債を計上

してございます。 

 次に、歳出につきましては、農業集落排水施設の設備改修に関わる工事費や通常の維持

管理費の計上、個別排水処理施設の整備および維持管理費等の経費に関わる計上を。 

 また、令和６年度からの地方公営企業法適用に向けた業務委託料を計上してございます。 

 なお、３８ページ、３９ページに下水道事業特別会計の概要を、４０ページの中ほどに

は下水道事業の投資的事業の内訳、下段には、令和５年度債務負担行為の予定額を載せて

いますので、後ほどご覧いただきたいと思います。 

 それでは、予算書の２８２ページに戻りまして、まず、第１条第１項で、予算の総額を

歳入歳出それぞれ２億７，５３０万円と定めるものであります。 

 また、２項では、歳入歳出予算の区分ごとの金額は、次ページ、第１表 歳入歳出予算

によることを規定しております。 

 第２条では、地方債について定めておりますが、後ほど第２表 地方債で説明させてい

ただきます。 

 第３条では、一時借入金の借り入れ最高額を１億円と定めております。 

 ２８５ページのお開きください。 
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 第２表 地方債では、起債限度額を農業集落排水事業で４，４６０万円、個別排水処理

施設整備事業で１，５５０万円、地方公営企業法適用事業で８８０万円、合わせて６，８

９０万円と定めようとするものであります。 

なお、起債の方法は、証書借入で利率は５％以内、償還方法は記載のとおりとなってご

ざいます。 

 総括の部分は割愛させていただきまして、予算書２８８ページ、２８９ページの事項別

明細書より歳入のご説明をいたします。 

 ２款、１項、１目の農業集落排水施設使用料につきましては、前年度の使用料の実績を

勘案し５，０１５万９千円を計上してございます。 

 ２目、個別排水処理施設使用料につきましては、前年度の使用料および前年度に新たに

設置した浄化槽分の使用料を加味し、本年度の新規設置数の使用料を見込んだ１，５２５

万５千円を計上してございます。 

 ３款、１項、１目の国庫補助金につきましては、農業集落排水管理センターの設備更新

のための工事費など補助対象額８，２２０万円に対する補助率５０％ということで４，４

６０万円を計上してございます。 

 次に２９０ページをお開きください。 

 ４款、１項、１目、一般会計繰入金につきましては、歳出総額から分担金、使用料、補

助金、町債等、自主財源および特定財源を差し引き、その不足額を一般会計から繰り入れ

するもので、前年度と比較し１，８７３万８千円増額となる９，０６４万円を計上してご

ざいます。 

 ６款、３項、１目、雑入の消費税還付金につきましては、令和４年度の決算見込みを基

に消費税の算出を行ったところ課税売上消費税に比べ、課税仕入消費税が多くなる見込み

から３４６万７千円を計上し、その下の雑入では、令和４年度からの農業集落排水施設機

器更新工事実施に伴い、撤去となった有価物の売り払いを予定していることから、売払収

入として１５万２千円を計上してございます。 

 次に、７款、１項、１目、農業集落排水事業債につきましては、農業集落排水事業の補

助残に充てるための下水道債と過疎債を合わせて４，４６０万円の計上。 

 ２目、個別排水処理施設整備事業債につきましては、事業費の起債対象経費分として、

下水道債、過疎債を合わせて１，５５０万円の計上となってございます。 

 次に、２９２ページをお開きください。 

 ３目、公営企業会計適用債につきましては、国から令和５年度末までに下水道事業を地

方公営企業法の適用に移行することを要請されていることから、それに伴います５年度分

の費用の財源として８８０万円を計上してございます。 

 次に、２９４ページをお開きください。歳出の説明になります。 

 １款、１項、１目、一般管理費につきましては、前年度と比較し１，５２９万７千円減

額の１，１６２万６千円を計上してございます。 

 １２節、委託料では、下水道事業公営企業法の適用をするための委託費として、令和５

年度につきましては、法適用移行事務支援業務およびシステム導入業務を予定し、前年度

と比較し１，３９１万５千円減の８８０万円の計上となっています。 

 ２７節、繰出金では、使用料賦課徴収経費として、下水道負担分として水道事業会計へ
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繰り出すものですが、前年度は料金システムの更新表分が計上されており、その経費がな

くなったことにより前年度と比較し１３７万８千円減の２４７万円を計上してございます。 

 次の２項、１目、農業集落排水管理費につきましては、前年度と比較し４７２万８千円

の増、７，２７７万１千円を計上してございます。 

 １０節、需用費では、光熱水費で燃料費高騰による電気料の値上げにより、前年度の実

績を踏まえまして５３４万９千円の増の１，８３０万４千円を計上。 

 １２節、委託料、処理施設維持管理業務で、前年度３年ごとの長期継続契約を締結し、

年額の確定により９１０万円減の３，７１７万２千円を計上してございます。 

 続きまして、２９６ページをお開きください。 

 ２目、個別排水管理費につきましては、前年度と比較し８３万５千円増の２，１６１万

３千円を計上してございます。 

 １０節、需用費、消耗品費では、物価高騰による浄化槽消耗品資材の値上げ等が見込ま

れますので、前年度と比較し１１万７千円増の３６万２千円を計上。 

 １２節、委託料では、浄化槽点検基数の増および労務単価の増に伴い７７万９千円増の

１，７７９万２千円を計上してございます。 

 次に、２款、１項、１目、農業集落排水事業につきましては、前年度と比較し２，７９

１万７千円増の８，９２６万４千円を計上してございます。 

 １４節、工事請負費では、農業集落排水施設更新事業の最終年度の工事費８，９２０万

円を計上。その主な工事内容につきましては、機器の製作、据え付け、監視システムの改

造を予定してございます。 

 なお、この事業の実施財源につきましては、国庫補助金と起債を予定してございます。 

 １８節、負担金、補助及び交付金では、今回の農業集落排水施設更新事業に伴います土

地改良事業団連合会の特別負担金６万４千円を計上。 

 ２目の個別排水処理施設整備事業につきましては、前年度と比較し１８９万９千円増の

２，０９２万４千円を計上してございます。 

 １０節、需用費では、車両消耗品で下水道事業所管の車両のバッテリー交換を予定し、

１２節、委託料では、合併浄化槽設置に関わる測量設計業務として、設計単価の上昇を加

味し２５万円増の２１１万７千円を計上。 

 １１節、工事請負費では、合併浄化槽４基の設置に関わる経費として資材物価高騰、設

計単価上昇を加味し、昨年度比１６０万円増の１，８５２万７千円を計上してございます。 

 次に、２９８ページ、３款、１項、公債費につきましては、償還計画に基づき、元利償

還分の所要額を計上してございます。 

 続きまして、３００ページでは、債務負担行為の調書でありますので、後ほどご覧いた

だくこととし説明は省略させていただきます。 

 ３０１ページにつきましては、地方債の調書であり、令和５年度末における元金残高は

増減を算定し、表の右下にあります６億８，９４６万８千円となる見込みでございます。 

 以上、令和５年度訓子府町下水道事業特別会計の予算について、その提案理由の説明を

させていただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

〇副議長（西山由美子君） 次に、議案第１２号 令和５年度訓子府町水道事業会計予算

についての提案理由の説明を求めます。別冊予算書３０３ページです。 
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 上下水道課長。 

○上下水道課長（森田繁光君） 予算書３０３ページになります。 

 議案第１２号 令和５年度訓子府町水道事業会計予算につきまして、提案理由の説明を

させていただきます。 

 第１条の規定によりまして、第２条では、業務の予定量を定めております。給水件数は

２，０８０件、年間の総給水量は６０万３千㎥、１日平均給水量は１，６４７㎥とし、主

要な建設改良事業につきましては、大谷水系導水管更新事業、総事業費１億１，２１０万

円、老朽管更新事業、総事業費２，９１８万円、機器更新事業、総事業費４５０万円、道

路改良支障物件移設事業、総事業費１，０１０万８千円となってございます。 

 第３条では、収益的収入及び支出の予定額を定めるもので、収入については、第１款、

水道事業収益は、第１項、営業収益と第２項、営業外収益を合わせて１億７，６８９万４

千円の計上。 

 支出につきましては、第１款、水道事業費用は、第１項、営業費用、第２項、営業外費

用、第３項、予備費を合わせまして１億６，４５５万１千円の計上となってございます。 

 次に、第４条では、資本的収入及び支出の予定額を定めるもので、収入については、第

１款、資本的収入は、第１項、企業債、第２項、補助金、第３項、補償金を合わせて１億

７，３３８万４千円の計上。 

 支出につきましては、第１款、資本的支出は、第１項、建設改良費、第２項、企業債償

還金を合わせて２億７９８万９千円の計上であります。 

 第４条の本文中、括弧書きに記載しておりますとおり、収入額が支出額に対して不足す

る額３，４６０万５千円は、過年度分損益勘定留保資金で補填するものであります。 

 なお、３条の収益的収支および４条の資本的収支の計上内容につきましては、後ほど３

０７ページ以降の実施計画説明書で説明させていただきます。 

 次に、３０４ページをお開きください。 

 第５条の企業債につきましては、表の記載のとおり各事業ごとの起債の限度額、合計１

億２，３６０万円とし、起債の方法は証書借入で、年利は５％以内、償還方法は記載のと

おりとなってございます。 

 第６条の一時借入金の限度額につきましては、１億円と定めております。 

 第７条につきましては、議会の議決を経なければ流用することのできない経費として職

員給与費２，５７２万６千円と定めてございます。 

 次の第８条につきましては、一般会計などから、この会計に補助を受ける金額を２，８

９３万９千円と定めるものです。 

 第９条、たな卸資産の限度額につきましては、メーター器等の購入で１，２４１万３千

円と定めてございます。 

 それでは、３０７ページ以降の令和５年度 訓子府町水道事業会計予算実施計画説明書

について説明いたします。 

 まず、収益的収入及び支出につきましては、経営活動に伴います全ての収益と費用を計

上するものですが、全体をとおして直近の実績を基に計上してございます。説明について

は、右側の説明欄に沿って、特徴的な部分だけ説明させていただきますので、ご了承願い

ます。 
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 まず、収益的収入の１款、１項、１目、給水収益の水道料金につきましては、過去３年

間の使用水量を勘案し１億４，８０１万３千円を計上。 

 ２目、その他営業収益、負担金で消防用水負担金では、消防の訓練用用水分として、２

万円を計上。 

 同じく、負担金の下水道会計負担金では、下水道料金の徴収に関わる事務経費として２

４７万円を計上してございます。 

 次に、２項、営業外収益、２目、他会計補助金ですが、繰り出し基準に基づく児童手当

支給分１２万円のほか、下水道事業業務併任分として、人件費補助７９２万８千円の計上、

起債の利息償還補助を含めまして１，０６６万８千円の計上となってございます。 

 ３目、長期前受金戻入は、補助金、補償金、負担金、受贈財産をもって取得した資産に

ついて、その減価償却に合わせて収益化するもので、合計で１，１１９万１千円を計上し

てございます。 

 ５目、還付金、消費税還付金では、令和５年度事業実施に伴い、仮受消費税に比べ仮払

消費税が多くなる見込みから、還付金４１７万９千円を計上してございます。 

 次に、３０８ページをお開きください。 

 収益的支出ですが、１款、１項、１目、原水及び浄水費、これにつきましては水源施設

および浄水施設に関わる経費となります。節区分、４段目、委託料、水利更新業務では、

水利権の許可年月日が令和６年３月３１日付けで期限を迎えることから、今年度更新にか

かる業務委託４５０万円を計上。 

 委託費から３段目の修繕費、施設機械等修繕では、一般修繕のほか、大谷浄水場の濾材

交換費用を含め１，３１２万円を計上。 

 動力費では、燃料高騰による電力料金の値上げにより前年度実績を踏まえまして２００

万４千円増の９４８万３千円を計上。 

 一番下の負担金、鹿ノ子ダム維持管理負担金につきましては、鹿ノ子ダムの維持管理経

費として、前年度より２万４千円の増額、固有資産等市町村交付金では５千円の減額、こ

れを合わせまして１０２万４千円の計上。 

 次に、２目、配水及び給水費、これは配水施設および給水設備に要する経費となります。 

 節区分、５段目、修繕費、検満メーター設備整備につきましては、今年度更新基数３５

０基の費用分で６９８万１千円の計上。 

 動力費、電力料につきましても燃料高騰による電力料金値上げにより前年度実績９５万

２千円増の５３０万７千円を計上。 

 材料費、水道メーター器につきましては、資材高騰による購入単価の増額を加味し１，

１４３万７千円の計上となってございます。 

 次に、３０９ページをお開きください。 

 ３目、総係費ですが、これは事業活動全般に関する経費となります。 

 給料、手当、賞与、引当金、繰入額、法定福利費につきましては、職員４名分の所要額

の計上となってございます。 

中ほどの委託料、水道施設管理業務委託では、前年度、３年ごとの長期継続契約を締結

し、年額の確定により、前年と比較し１９万８千円減の８３８万２千円を計上。同じく、

委託料、システム機器保守業務では、前年度実施した企業会計システムのバージョンアッ
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プに伴う導入業務とスマホ検針システム導入業務の完了により、前年に比べ３６９万８千

円減の２０６万８千円を計上してございます。 

 次に、３１０ページ、４目、減価償却費では、有形無形固定資産について、それぞれ今

年度の減価償却見合い分を計上。 

 ５目、資産減耗費につきましては、減価償却が終了していない固定資産の廃棄に伴うも

ので、該当分１４万１千円を計上してございます。 

 この２目については、いずれも現金支出の伴わない企業会計特有の予算計上となります。 

 次に、２項、営業外費用、１目、支払利息は、それぞれ所要額７８２万２千円の計上。

３目、雑支出は、前年度同額の２０万円の計上。３項、予備費についても前年度同額の３

０万円の計上となってございます。 

 次に、３１１ページ、資本的収入及び支出については、施設の建設など固定資産の取得

にかかわる収支を計上してございます。 

 まず、資本的収入でありますが、１款、１項、１目、建設改良費等に充てるための企業

債につきましては、基幹管路更新事業、老朽管更新事業、機器更新事業、道路改良支障物

件移設事業を予定し、この事業費に充てるための財源として１億２，３６０万円の計上と

なってございます。 

 ２項、１目、他会計補助金につきましては、過去に実施した事業の起業債償還元金に対

する一般会計からの補助金１，８２７万１千円を計上してございます。 

 同じく、２目、国庫補助金につきましては、基幹管路更新事業に対する国からの補助金

でありますが、基幹管路補助金として２，９６４万３千円の計上となります。 

 ３項、１目、補償金につきましては、道営農業農村整備事業実施に伴う水道本管移設と

して、道道北見置戸線および山林川地区の道補償金として１８７万円を計上してございま

す。 

 次に、３１２ページの支出になります。 

 １款、１項、１目、施設整備費につきましては、大谷水系導水管更新事業に関わる経費

としまして、旅費、消耗品費、燃料費、工事請負費を合わせまして１億１，２１０万円の

計上となってございます。 

 ２目、施設改良費につきましては、工事請負費で老朽管更新事業では、北２条線延長１

９０ｍ分で１，２５４万円の計上。道道北見白糠線、延長１８０ｍ分で１，６６４万円の

計上。機器更新事業では、北栄送水ポンプ場および緑丘送水ポンプ場の送水ポンプ、各１

台分の更新費用としまして４５０万円の計上。道路改良支障物件移設事業では、道道北見

置戸線、延長２６ｍ分で３２０万円。山林川地区で５１ｍ分で６９０万８千円の計上。４

事業合わせまして、４，３７８万８千円の計上となってございます。 

 ３目、固定資産購入費につきましては、量水器設備費として、新設のメーター器、１９

台分の購入代金９７万６千円を計上してございます。 

 ２項、１目、企業債償還金につきましては、償還計画に基づき、所要額５，１１２万５

千円を計上してございます。 

 次の３１３ページ、令和５年度水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書につきまし

ては、一会計年度中の現金の流れを見るための報告書でございます。Ⅰ業務活動では、プ

ラス２，９８８万８千円、Ⅱ投資活動では、マイナス９，５７０万６千円、Ⅲ財務活動で
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は７，２４７万５千円で、Ⅳ資金総減額はプラスの６６５万７千円を予定してございます。 

 ３１４ページ、給与費明細書以降の財務諸表につきましては、後ほどご覧いただくとし

説明は割愛させていただきます。 

 別冊の各会計予算案の説明資料４１ページには、投資的事業の概要を載せておりますの

で、後ほどご覧いただくとし、また、４５ページ、４６ページでは、その整備箇所を図示

しておりますので、これも後ほどご覧いただきたいと思います。 

 以上、令和５年度訓子府町水道事業会計の予算について、その提案理由の説明をさせて

いただきました。ご審議の上、ご決定賜りますようよろしくお願いします。 

〇副議長（西山由美子君） 以上をもって、議案第１３号、議案第１９号から議案第２１

号、議案第７号から議案第１２号までの各案に対する提案理由の説明が終了いたしました。 

 

    ◎議案第１４号、議案第１５号、議案第１６号、議案第１７号 

〇副議長（西山由美子君） 次に、日程第２４、議案第１４号、日程第２５、議案第１５

号、日程第２６、議案第１６号、日程第２７、議案第１７号は、関連する議題なので一括

議題といたします。 

 各案に対する提出者からの提案理由の説明を求めます。 

 まず、議案第１４号 訓子府町議会の個人情報の保護に関する条例の制定についての提

案理由の説明を求めます。議案書８５ページです。 

 ２番、西森信夫君。 

〇２番（西森信夫君） ただいま、副議長のお許しをいただきましたので、訓子府町議会

の個人情報の保護に関する条例の制定についての提案理由をご説明いたします。 

 議案書の８５ページをお開きください。 

 議員提案であります議案第１４号 訓子府町議会の個人情報の保護に関する条例の制定

について。 

 個人情報の保護に関する法律が改正され、令和５年４月１日から施行されるが、改正後

の法律では、地方議会は適用除外となることから、独自の個人情報保護制度を設けること

が必要となるため、条例を制定しようとするものである。 

 令和５年３月９日提出。 

 本案の提出者は、所管の議会運営委員会でございます。 

 訓子府町議会議員 西森信夫、同じく、泉愉美、同じく、西山由美子、同じく、工藤弘

喜の４名でございます。 

 それでは、条例の概要について、ご説明いたします。 

 第１章 総則（第１条～第３条）、８６ページから８８ページです。 

 条例の目的、定義、議会の責務について規定しております。 

 定義する用語は「個人情報」「個人識別符号」「保有個人情報」「個人情報ファイル」「個

人関連情報」などです。なお、この条例においての「個人情報」とは、生存する個人に関

する情報であり「保有個人情報」とは、議会事務局の職員が職務上作成し、または取得し

た情報で、議会事務局が保有する個人情報といたします。 

 第２章 個人情報などの取扱い（第４条～第１６条）、８８ページから９２ページです。 

 議会における個人情報の保有の制限、利用目的の明示、従事者の義務、利用及び提供の
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制限などを規定しております。 

 第３章 個人情報ファイル（第１７条）、９２ページから９３ページです。 

 議会が保有している個人情報ファイルのうち、一定の内容、規模などを有するものにつ

いて、個人情報ファイル簿を作成し、公表することなどを規定しております。 

第４章 開示、訂正及び利用停止等。 

 自己を本人とする個人情報の開示、訂正及び利用停止などの権利、手続などを規定して

おります。 

 第１節 開示（第１８条～第３０条）、９４ページから９８ページです。 

 議会が保有する自己の個人情報の開示を請求する権利、開示請求の手続、保有個人情報

の開示義務、開示請求に対する措置、開示決定などの期限、開示請求に係る手数料などを

規定しております。 

 保有個人情報の開示義務の例外として「開示請求者の生命、健康、生活又は財産を害す

るおそれがある情報」などを規定しております。 

 第２節 訂正（第３１条～第３７条）、９８ページから１００ページです。 

 議会が保有する自己の個人情報の内容が事実でないと思料する場合の訂正を請求する権

利、訂正請求の手続、訂正請求に対する措置、訂正決定などの期限などを規定しておりま

す。 

 第３節 利用停止（第３８条～第４３条）、１００ページから１０２ページです。 

 議会が保有する自己の個人情報について、この条例の規定に違反して保有、提供などさ

れていると思料する場合の当該個人情報の利用の停止や消去などを請求する権利、利用停

止請求の手続、利用停止請求に対する措置、利用停止決定などの期限などを規定しており

ます。 

 第４節 審査請求（第４４条～第４６条）、１０２ページから１０３ページです。 

 開示決定、訂正決定、利用停止決定等またはこれらの決定に係る請求への不作為に係る

審査請求の手続及び審査会への諮問などを規定しております。 

 第５章 雑則（第４７条～第５２条）、１０３ページです。 

 未整理の保有個人情報に関する適用除外、開示請求等をしようとする者への情報提供、

個人情報の取り扱いに関する苦情処理、制度運用に関する審査会への諮問、施行状況の公

表などを規定しています。 

 第６章 罰則（第５３条～第５７条）、１０３ページから１０４ページです。 

 職員、委託事務に従事する者及び派遣労働者、また、これらの者であった者を含み、正

当な理由なく個人情報ファイルを提供した場合や、業務上知り得た個人情報を不正な利益

を図る目的で提供または盗用した場合などの罰則について規定しています。 

 附則、１０４ページです。 

 この条例は、令和５年４月１日から施行することを規定しています。 

 以上、議案第１４号について、提案理由の説明をさせていただきました。ご審議の上、

ご決定くださいますようお願いを申し上げます。 

〇副議長（西山由美子君） 次に、議案第１５号 訓子府町個人情報の保護に関する法律

施行条例の制定についての提案理由の説明を求めます。議案書１０５ページです。 

 総務課長。 
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〇総務課長（硯見康之君） 議案書１０５ページになります。 

 議案第１５号 訓子府町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について。 

 訓子府町個人情報の保護に関する法律施行条例を次のように規定しようとするものでご

ざいます。 

 本件につきましては、個人情報の保護に関する法律が改正され、法適用となります各地

方自治体は、従来運用してきた個人情報保護条例を廃止、改正法にのっとった全国的な共

通のルールに従たって新たな個人情報保護制度に対応した条例を整備するため、訓子府町

個人情報の保護に関する法律施行条例を制定しようとするものでございます。 

 記以下の説明につきましては、右側の１０６ページをご覧ください。 

 第１条では、趣旨、第２条では、定義を定めており、中段、第３条では、個人情報取扱

事務登録簿として、町の機関は、新たに個人情報取扱事務登録簿の備え付けをし、登録簿

にどのようなことを記載するかというのを各号列記で載せているものでございます。 

 また、第２項から第４項につきましては、個人情報取扱事務登録簿の取り扱いについて

定めてございます。 

 次のページに移ります。１０７ページでございます。 

 第４条につきましては、開示請求の手続きについて、法に定めるもののほかは規則で定

める事項を記載するということで規定してございます。 

 第５条では、開示決定等の期限に関する特例を定めておりまして、開示決定の期限のほ

か著しく大量で事務の遂行に支障が出る場合、訂正請求があった場合の訂正決定の期限等

について特例を定めてございます。 

 次、第６条でございます。開示請求に係る手数料でございます。こちらについては、第

１項では、請求の手数料は無料とする。第２項でただしコピー等の写しの交付については、

それに要する費用の負担を。また、郵送による交付を希望する場合には郵送料に要する費

用を負担しなければならないというふうに定めてございます。また、町長が特に必要と認

める場合は減免をできるという規定もあわせて制定しております。 

 第７条、第８条では、訂正請求関連でございます。 

 第９条、第１０条では、利用停止関連でございますが、こちらの請求手続きと期限の特

例については、第４条と第５条の開示請求の内容とおのおの同様となってございます。 

 一番下の段になります第１１条でございます。第１１条では、訓子府町情報公開個人情

報保護審査会への諮問について規定しており、次の議案第１６号でご説明いたします。新

たに制定しようとしている訓子府町情報公開個人情報保護審査会への諮問については、こ

の条例、本条例の改廃や町の機関の保有する個人情報の安全な保護措置基準などを決める

といった内容を諮問するというふうに定めてございます。 

 １０８ページに移りまして、附則でございます。 

 第１条では、施行期日で、この条例は令和５年４月１日から施行する。 

 第２条で、従来の訓子府町個人情報保護条例を廃止する旨を定めております。 

 第３条では、旧個人情報保護条例を廃止することに伴う経過措置を定めておりまして、

第１項では、旧条例の事務従事者や業務受託者につきましては、知り得た情報を他人に知

らせたり不当な目的に使用してはならない義務については、新条例の施行後もまた従前の

例により順守しなければならないと規定してございます。 
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 第２項では、第１項同様に指定管理者等も旧条例の規定により知り得た情報への対応は

従前の例によるものと定めてございます。 

 第３項では、新条例の施行日前に請求された開示、訂正、利用停止については、なお従

前の例により取り扱うことと定めてございます。 

 第４項では、罰則について定めておりまして、前の第１項、第２項で規定している旧条

例の事務従事者や受託者、指定管理者などが新条例施行後に個人の秘密を洩らした場合、

不正な利益を図る目的で提供したり盗用したりした場合につきましては、１年以下の懲役、

または５０万円以下の罰金に処するという規定を設けてございます。 

 次のページに移ります。 

 附則の第４条でございます。第４条では、訓子府町公の施設に係る指定管理者の指定手

続等に関する条例の一部改正について規定しておりまして、この条例の中で改正後の個人

情報保護法の影響を受ける部分について改正をしております。個人情報の保護については

法の規定に基づき取り扱うというような定めを設けることとしてございます。 

 最後、第５条でございます。第４条の条例の一部改正の経過措置を定めておりまして、

改正前の条例の規定により発生した義務については、新条例施行後もなお従前の例による

というふうに定めてございます。 

 以上、議案第１５号 訓子府町個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について、

提案理由の説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定いただきますようよろしく

お願い申し上げます。 

〇副議長（西山由美子君） 次に、議案第１６号 訓子府町情報公開・個人情報保護審査

会条例の制定についての提案理由の説明を求めます。議案書１１０ページです。 

 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 議案書１１０ページでございます。 

 議案第１６号 訓子府町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について。 

 訓子府町情報公開・個人情報保護審査会条例を次のように制定しようとするものでござ

います。 

 本件につきましては、個人情報の保護に関する法律が改正されまして、情報公開・個人

情報保護審査会の役割が見直されることとなりましたので、その設定について、各条例で

定めていたものを新たに個別条例として制定するものでございます。 

 記以下につきましては、次の１１ページをお開きください。 

 第１条では、趣旨を。第２条では、設置。第３条では、定義を定めておりまして、下段

第４条でございます。所掌事項として、審査会が調査審議するものについて、列挙してご

ざいます。第１号につきましては、情報公開条例による諮問に応じ、開示決定、開示請求

に係る不作為についての不服申し立てについて審議することとなってございます。 

 次のページに移ります。 

 第２号でございます。第２号では、諮問に応じ、情報公開制度の運用に関する重要事項

についての審議を行う。 

 続きまして、第３号でございます。第３号では、個人情報保護による開示請求、訂正請

求、利用停止請求に係る不作為についての審査請求。こちらを審議することとなってござ

います。 
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 続きまして、第４号でございます。個人情報の保護に関する法律施行条例に規定する諮

問による個人情報の適正な取り扱いの確保に関する事項について審議することと定めてお

ります。 

 第６号でございます。第６号では、議会の個人情報保護条例の規定により、個人情報の

適正な取り扱いの確保に関することについて審議することとなってございます。 

 次に、第５条でございます。審査会委員は５人以内ということで規定してございます。 

 第６条では、審査委員は、町長が委嘱し、委員の任期を２年、補欠委員の任期は前任の

残任期間、守秘義務などについて、各項で定めてございます。 

 第７条では、会長、副会長は各１名で互選で選ぶこと。またその役割についてを規定し

てございます。 

 第８条でございます。第８条では、審査会の調査審議は、本条例の規定により実施する

ということで規定してございます。 

 第９条でございます。第９条については、審査会の調査権限について定めておりまして、

審査会が諮問庁に対し事件関連の公文書や個人情報の提示を求めることができる旨、そし

て、その提示文書については、何人も開示を求めることができない旨を定めております。 

 また、第２項では、その諮問庁は提示を拒めないこと。 

 第３項では、審査会が諮問庁に対し、資料作成を求めることができる旨、定めてござい

ます。 

 次のページに移りまして、第４項では、審査会は請求人等や諮問庁に意見、資料の提出

を求めること。適当と認める者にその知っている事実を陳述させることができることなど

について定めてございます。 

 次の第１０条では、審査請求人等の申出により審査請求人の口頭意見陳述の機会を与え

ることなどについて。第２項では、審査会の許可により請求人等は補佐人ととともに出頭

できる旨、規定してございます。 

 次の第１１条では、審査請求人等は意見書、または資料の提出もできる旨、規定してご

ざいます。 

 第１２条では、諮問庁や審査請求人から提出のあった意見書や資料については、提出者

以外の審査請求人等に写しを送付する旨。 

 第２項では、閲覧請求。第３項では、閲覧請求があった場合の相手方の意見聴取を。第

４項では、日時、場所の指定についてを規定してございます。 

 １１４ページに移りまして、第１３条でございます。審査請求等に係る調査審議手続に

ついては、非公開の旨、規定してございます。 

 第１４条では、諮問に対する答申をした場合は、審査請求人や参加人にも送付すること。

答申内容についての公表についてを規定してございます。 

 第１５条では、審査請求に係る調査審議以外について、第１項では、町の機関や議会に

対して。第２項では、第１項以外の者について、必要な協力を求めることができる旨、規

定してございます。 

 第１６条では、この条例に定めるもの以外は規則に委任する。 

 第１７条では、罰則についてを規定してございます。 

 次に、附則でございます。 
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 第１条で施行期日を定めております。この条例は令和５年４月１日から施行するもので

ございます。 

 第２条で旧条例の委員は新条例の審査会委員に委嘱されたものとみなす旨、規定してご

ざいます。 

 第２項では、第１項の規定により、委嘱されたものとみなす委員は旧審査会委員の任期

の残任期間とすると決めてございます。 

 第３項では、旧審査会にされた不服申し立てにつきましては、本条例施行日に諮問され

たものとみなす旨。 

 次のページに移りまして、第４項では、旧審査会で実施していた調査審議は新条例の所

掌事項に該当するものに限り、引き続き審査会で審議すること。 

 最後、第５項では、旧審査会の守秘義務は新条例施行後もなお従前の例によるものとし

てございます。 

 以上、議案第１６号 訓子府町情報公開・個人情報保護審査会条例の制定について、提

案理由の説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定いただきますようよろしくお

願い申し上げます。 

〇副議長（西山由美子君） ここで２時１０分まで休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時００分 

再開 午後 ２時１０分 

 

〇副議長（西山由美子君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 ここで予算書の３１１ページの水道会計について、上下水道課長から訂正の発言があり

ますので発言を許します。 

 上下水道課長。 

〇上下水道課長（森田繁光君） ３１１ページをお開きください。 

 資本的収入の１款、３項、３目、補償金という一番下の部分なんですけども、説明で目

を１目と説明してます。３目が間違いなので、１目に訂正したいと思います。後ほど、こ

れを差し替えさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。大変申し訳ご

ざいませんでした。 

〇副議長（西山由美子君） それでは、次に、議案第１７号 訓子府町情報公開条例の一

部を改正する条例の制定についての提案理由の説明を求めます。議案書１１６ページです。 

 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 議案書１１６ページでございます。議案第１７号 訓子府町

情報公開条例の一部を改正する条例の制定について。 

 訓子府町情報公開条例（平成１５年条例第３４号）の一部を改正する条例を次のように

制定しようとするものでございます。 

 今回の改正につきましては、個人情報の保護に関する法律の改正に伴い、影響を受ける

情報公開条例の所要の改正をしようとするものでございます。 

 記以下の説明につきましては、１２０ページ以降に新旧対照表を載せてございますので、

こちらの方でご説明をいたします。左側が改正案、右側が現行となっており、それぞれ下
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線部が今回の改正部分となってございます。 

 まず、第２条第２号中の文言追加でございますが、こちらについては「以下同じ。」とい

う文言を注釈に追加しているものでございます。 

 次に、中段、第６条でございます。こちらが今回の改正のメインとなる部分でございま

して、実施機関の開示義務を規定している条項でございます。情報開示請求があった場合

に非開示としなければならない情報を各号列記をしているもので、今回は全各号の改正と

なってございます。 

 左側の改正案の方でいきます。まず第１号については、法令や条例で公にできないとさ

れている情報、こちらが非開示となります。 

 次のページに移ります。１２１ページでございます。 

 第２号でございます。こちらは、いわゆる個人情報は非開示としております。ただし法

令等や慣行で公になっている情報、人の生命、健康、生活、財産保護のために公にすべき

情報。公務員の職務遂行情報については非開示から除外するという旨、規定してございま

す。 

 続きまして、下段、第３号でございます。個人情報保護法に規定する行政機関等匿名加

工情報、新たにできたものなんですけれども、匿名加工情報というものは特定の個人を識

別できないように個人情報を加工し事業者がその個人情報を復元できないようにしている

情報について、匿名加工情報と読んでございます。こちらと個人識別符号、こちらにつき

ましても新しいものでございまして、その情報単体から特定の個人を識別できる符号のこ

とでございまして、例えば、保険者番号ですとか、被保険者番号などが該当するものでご

ざいます。これらについては、非開示ということで決めてございます。 

 次に、１２２ページの上段になります。第４号でございます。第４号では、公共以外の

法人に関する情報、または事業を営む個人の当該事業の情報で公にすると法人、個人の権

益が脅かされるものは非開示としてございます。 

 次に、第５号でございます。各行政機関の内部、または相互間における審議、検討、協

議の情報であって、公にすると率直な意見の交換や意思決定の中立性が不当に損なわれる

おそれ、不当に町民等の間に混乱を生じさせるような情報については非開示としてござい

ます。 

 次、第６号でございます。各行政機関内の事務事業の情報で、公にすることにより、国

の安全が害されるおそれ、他国等の信頼関係が損なわれるおそれ、犯罪の予防、鎮圧等、

公共の安全秩序の維持に支障をきたすおそれ、監査、検査、試験、賦課、もしくは徴収に

係る事務において、正確な事実の把握を困難にし、または違法、不当行為を容易にするお

それ、各行政機関の財産上の利益や地位を不当に害するおそれ等々については非開示とい

うことで決めてございます。 

 １２３ページに移ります。 

 第１３条の改正につきましては、法改正による引用法令の改正でございます。 

 次に、第２７条、中段にあります第２７条から第３７条までは削除となってございます

が、こちらは情報公開・個人情報保護審査会の規定が入ってございました。議案第１６号

でご説明いたしました訓子府町情報公開・個人情報保護審査会条例で新たに審査会の規定

を制定しましたので、本条例での規定条文を削除しているというものでございます。 
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 それでは、１１９ページに戻っていただきまして、附則でございます。 

 第１条で、施行期日、この条例は令和５年４月１日から施行するものでございます。 

 第２条でございます。適用区分を定めておりまして、新条例第６条の規定については、

この条例施行日以降に行われる開示決定等について適用するものでございます。 

 以上、議案第１７号 訓子府町情報公開条例の一部を改正する条例について、提案理由

の説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定いただきますようよろしくお願い申

し上げます。 

〇副議長（西山由美子君） 以上をもって、議案第１４号、議案第１５号、議案第１６号、

議案第１７号の各案に対する提案理由の説明が終わりました。 

 

    ◎議案第１８号 

〇副議長（西山由美子君） 次に、日程第２８、議案第１８号 訓子府町情報通信技術を

活用した行政の推進に関する条例の制定についてを議題といたします。 

 提出者からの提案理由の説明を求めます。議案書１２６ページです。 

 総務課長。 

〇総務課長（硯見康之君） 議案１２６ページでございます。 

 議案第１８号 訓子府町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定につい

てでございます。 

 訓子府町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例を次のように制定しようとす

るものでございます。 

 情報通信技術を活用した方法によりまして、本町の各種申請などの行政手続等を行うた

めの必要な事項を定めるために訓子府町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例

を制定しようとするものでございます。 

 本町で行いますさまざまな行政手続をオンラインで実施できるように条例で規定しよう

とするものでございます。 

 記以下の説明につきましては、次の１２７ページをお開きください。 

 第１条では、目的、第２条では、定義を定めており、次の１２８ページをご覧ください。

上段、第３条でございます。電子情報処理組織による申請等についてでございます。電子

情報処理組織とは、町の機関が使うパソコンなどの電子計算機と手続きをする相手方の使

用するパソコン、スマートフォンなどの電子計算機を電気通信回線で接続した組織のこと

を言います。この電子情報処理組織により電子申請することができる旨、規定しておりま

す。いわゆるオンラインで申請できますよということが、ここで規定されてございます。 

 第２項では、電子情報処理組織で行った申請は、ほかの条例で規定する申請方法で行わ

れたものとみなして、そのほかの条例の規定を適用できる旨、規定してございます。 

 第３項では、申請の受付については、町のファイルに記録された時点で申請を受付ると

いう旨、規定してございます。 

 第４項では、申請等で本人の署名等が必要とされているものについては、個人情報カー

ド、いわゆるマイナンバーカードの利用等により代えることができる旨、規定してござい

ます。 

 第５項では、申請に本人確認や原本確認など、どうしても対面方式によらなければなら
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ない部分がある場合は対面で行い、それ以外の部分は電子申請ができるという旨で規定し

てございます。 

 続いて、下段の第４条でございます。電子情報処理組織による処分通知等、書面による

処分通知としていたものについて、電子情報処理組織を使用する方法で処分通知ができる

という旨、規定してございます。 

 次のページに移ります。 

 第２項では、電子情報処理組織で処分通知をしたものを従来の書面などの処分通知と同

様に条例等の規定を適用できる旨、規定してございます。 

 第３項から第５項については、前の条の電子情報処理組織による申請等の申請者と町の

執行機関を入れ替えた規定でございまして、第３項では、処分通知は相手方のパソコン等

に記録された時点で到達したとみなします。 

 第４項では、署名等、第５項については、対面での確認が必要な部分については対面、

それ以外は電子情報処理組織で実施できるという旨、規定してございます。 

 第５条でございます。電磁的記録による縦覧等についてで、縦覧等のうち、その他の条

例で書面による縦覧を行うと規定されているものについても、規則に定めるところで電磁

的記録等に記録されている事項もできますよというふうに規定されております。 

 第２項では、電磁的記録での縦覧もその他の条例での書面縦覧が行われたものとみなす

旨の規定をしてございます。 

 第６条では、電磁的記録による作成等についてでございまして、前条の縦覧と同様、電

磁的記録による作成についても書面等により行われたものと同じとみなすことができると

して各項で規定してございます。 

 第７条、次のページですけれども、第７条ですけれども、適用除外を定めてございます。

電子情報処理組織を用いて申請することが適当ではないものと他の条例等の規定で電子情

報処理組織を利用する規定のあるものについては、第３条から第６条の規定は適用除外と

する旨、規定してございます。 

 第８条では、添付書面等の省略を規定しておりまして、個人番号カードの利用やその他

規則で定めるものにつきましては、添付すべき書面を省略することができる旨、規定して

ございます。 

 第９条では、公表について定めておりまして、電子情報処理組織により申請できる事項

につきましては、インターネットなどで公表するという旨、規定しております。 

 附則でございます。この条例は公布の日から施行するものでございます。 

 以上、議案第１８号 訓子府町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定

について、提案理由の説明をさせていただきました。ご審議の上、ご決定いただきますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

〇副議長（西山由美子君） 以上をもって、議案第１８号の提案理由の説明が終了いたし

ました。 

 

    ◎議案第２３号、議案第２４号 

〇副議長（西山由美子君） 次に、日程第２９、議案第２３号、日程第３０、議案第２４

号は、関連する議題なので一括議題といたします。 
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 各案に対する提出者からの提案理由の説明を求めます。 

 まず、議案第２３号 町道路線の廃止についての提案理由の説明を求めます。議案書１

３８ページです。 

 建設課長。 

〇建設課長（荒沢直樹君） 議案第２３号の提案説明を申し上げます。議案書１３８ペー

ジをご覧ください。 

 議案第２３号 町道路線の廃止について。 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第１項の規定により、次の町道路線を廃

止しようとするものであります。 

 記としまして、廃止する路線は、路線番号１８、東２丁目線であります。 

 起点は、訓子府町東町２７番地、終点は、東町４１１番地で、重要な経過地は東町であ

ります。 

 路線の位置につきましては、次のページの図をご覧いただきたいと思いますが、このた

び、東２丁目線道路整備に伴いまして、この後、議案第２４号で提案説明させていただく

とおり起点が変更になることになりますので、本路線、総延長にして約６９３ｍを廃止す

るものであります。 

 以上、議案第２３号 町道路線の廃止についての提案説明をさせていただきました。ご

審議の上、ご決定を賜りますようよろしくお願いいたします。 

〇副議長（西山由美子君）次に、議案第２４号 町道路線の認定についての提案理由の説

明を求めます。議案書１４０ページです。 

 建設課長。 

〇建設課長（荒沢直樹君） 続きまして、議案第２４号の提案説明を申し上げます。議案

書１４０ページをご覧ください。 

 議案第２４号 町道路線の認定について。 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条第１項の規定により、次のように町道路線

を認定するものでございます。 

 記としまして、認定する路線は、路線番号１８、東２丁目線であります。 

 起点が訓子府町東町４２８番地、終点は訓子府町東町４１１番地で、重要な経過地は東

町であります。 

 路線の位置につきましては、先ほど同様、次のページの図をご覧いただきたいと思いま

すけども、昨年、整備した消防庁舎から南に向かい常呂川の堤防敷地まで、今年度、消防

庁舎の南側について、町道の利便性を高めるために新たに道路整備したものでありまして、

こちらが４９ｍほど延長かかっております。総延長といたしましては７４１．６３ｍとな

ります。 

 本件につきまして、消防庁舎整備工事に伴い、先ほど議案第２３号で廃止の提案説明を

しました同路線の起点を４９ｍほど北側に変更するために、新たな路線として、町道認定

しようとするものでございます。 

 以上、議案第２４号の認定について、提案説明をさせていただきました。ご審議の上、

ご決定を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 
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〇副議長（西山由美子君） 以上をもって、議案第２３号、議案第２４号の提案理由の説

明が終了いたしました。 

 

    ◎議事日程の変更 

〇副議長（西山由美子君） ここで議事について、議会運営委員長と協議のため、暫時休

憩といたします。 

 

休憩 午後 ３時３０分 

再開 午後 ３時３１分 

 

〇副議長（西山由美子君） 休憩前に戻り、会議を再開いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま、議会運営委員長と協議の結果、これより日程の順序を変更し、日程第３２、

報告第１号、日程第３３、報告第２号、日程第３４、報告第３号を先に審議したいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」との声あり） 

〇副議長（西山由美子君） 異議なしと認めます。 

 よって、この際、日程の順序を変更し、日程第３２、報告第１号、日程第３３、報告第

２号、日程第３４、報告第３号を先に審議することに決定いたしました。 

 

    ◎報告第１号 

〇副議長（西山由美子君） 日程第３２、報告第１号 定期監査結果報告についてを議題

といたします。議案書１５２ページです。 

 事務局長に報告を朗読させます。 

○議会事務局長（石岡宏造君） 議案書の１５２ページをお開き願います。 

 報告第１号 

   定期監査結果報告について 

 監査委員から定期監査について、次のとおり報告があった。 

 令和５年 ３月 ９日提出 

 訓子府町議会副議長 西山 由美子 

記 

別     紙 

 次のページ、１５３ページをご覧ください。 

 令和５年 ２月１０日 

 訓子府町議会議長 須河 徹 様 

 訓子府町監査委員 平 塚 晴 康 

 訓子府町監査委員 河 端 芳 惠 

令和４年度 定期監査の結果報告について 

 地方自治法第１９９条第９項の規定によって、令和４年度の定期監査の結果を報告しま
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す。 

記 

令和４年度 定期監査結果報告書 別紙 

 １５５ページをお開き願います。 

 ３．「監査結果及び意見」という項目がございます。 

 この項目のみを朗読させていただきまして、それ以外の報告書の資料につきましては、

説明を省略させていただきたいと思います。 

 ３．「監査結果及び意見」 

 令和４年度の定期監査は、一般会計、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、

介護保険特別会計、下水道事業特別会計および水道事業会計の６会計について実施しまし

た。 

 監査の着眼点は、令和４年４月１日から令和４年１２月３１日までの期間における事務

事業の執行と経営管理の状況を中心としました。 

 監査の具体的内容は、各課等共通事項としては、各課等配当予算の執行状況と備品の調

達および管理状況を、各課個別事項としては、２１項目（別紙１）を重点としたほか、課

で担当している団体（別紙１別表）の経理事務とその管理を対象としました。 

 また、現地調査として消防庁舎等建設事業外構工事の実施状況を、学校現地調査として

訓子府小学校の学校経理と学校管理状況について確認を行いました。 

 監査方法は、各課等から提出のあった資料について職員の説明を受け、それをもとに質

疑を行い、関係書類の突合や点検を行いました。 

 この結果、全ての会計において法令に従い、町の行政執行の方針に合致し、適期、適正

に執行していることを認めます。  

 今後、出納整理期間まで引き続き適正な事務執行に努めること。 

 なお、原油、電気料金の値上げ、物価高騰、さらには、大雨・降ひょう被害による災害

復旧費の増加等により、さらなる財政負担は避けられない状況であり、厳しい財源状況が

見込まれることから、町税等の自主財源の確保に努めるとともに、事務事業の見直しや徹

底した経費の節減を図り、住民サービスの向上や持続可能な財政運営に取り組まれること

を望みます。     

 以上でございます。 

 

    ◎報告第２号 

〇副議長（西山由美子君） 次に、日程第３３、報告第２号 出納検査結果報告について

を議題といたします。議案書１６６ページです。 

 事務局長に報告を朗読させます。 

○議会事務局長（石岡宏造君） 議案書の１６６ページをお開き願います。 

報告第２号 

出納検査結果報告について 

 監査委員から出納検査について、次のとおり報告があった。 

令和 ５年 ３月 ９日提出  

訓子府町議会副議長 西山 由美子 
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出納検査結果報告 

地方自治法第２３５条の２第１項による例月出納検査を、令和５年１月１２日町会計管

理者等に対し執行したので、その結果を次のとおり報告します。 

記 

１．出納事務は適法に行われ、異状ないものと認める。 

訓子府町議会議長 須河 徹 様 

令和５年１月１２日 

訓子府町監査委員 平塚 晴康 

訓子府町監査委員 河端 芳惠 

 次のページ、１６７ページから１６９ページにつきましては、説明を省略させていただ

きまして、１７０ページをお開き願います。 

出納検査結果報告 

地方自治法第２３５条の２第１項による例月出納検査を、令和５年２月１０日町会計管

理者等に対し執行したので、その結果を次のとおり報告します。 

記 

１．出納事務は適法に行われ、異状ないものと認める。 

訓子府町議会議長 須河 徹 様 

令和５年 ２月１０日 

訓子府町監査委員 平塚 晴康 

訓子府町監査委員 河端 芳惠 

次のページ、１７１ページから１７３ページにつきましても、先ほどと同様、説明を省

略させていただきます。 

 続きまして、追加で配布させていただきました３月分の例月出納検査結果報告について、

ご報告申し上げます。１７４ページでございます。 

出納検査結果報告 

地方自治法第２３５条の２第１項による例月出納検査を、令和５年３月８日町会計管理

者等に対し執行したので、その結果を次のとおり報告します。 

記 

１．出納事務は適法に行われ、異状ないものと認める。 

訓子府町議会副議長 西山 由美子 様 

令和５年 ３月 ８日 

訓子府町監査委員 平塚 晴康 

訓子府町監査委員 河端 芳惠 

次のページの１７５ページから１７７ページにつきましても、先の２件と同様に説明を

省略させていただきます。 

 以上でございます。 

〇副議長（西山由美子君） 以上で、本報告を終わります。 

 

    ◎報告第３号 

〇副議長（西山由美子君） 次に、日程第３４、報告第３号 所管事務調査結果報告につ
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いてを議題といたします。議案書１７８ページです。 

 二つの常任委員会から令和４年度の閉会中に実施した所管事務調査について、会議規則

第４１条第１項の規定により、各常任委員長から報告をいただきます。 

 まず最初に、総務文教常任委員会からお願いいたします。 

 ３番、山田日出夫君。 

○３番（山田日出夫君） ただいま、副議長からのお許しをいただきましたので、令和４

年度総務文教常任委員会所管事務調査の結果について、ご報告を申し上げます。 

 この所管事務調査につきましては、令和４年第１回定例会におきまして、令和４年度中

閉会中も継続調査ができるよう議決を受け、実施したものであります。 

 具体的な調査および質疑の内容については、省略しますが、令和５年１月２６日には、

委員会としての最終的な協議を行い、全委員の一致した意見として、報告書のとおり調査

所見として、まとめましたので、今後の町政執行にご配慮をいただきたいと思います。 

 なお、その内容につきましては、議案書の１７９ページからの２．調査所見の朗読をも

って、報告にかえさせていただきたいと思います。 

 （１）入札執行状況については、町内業者の入札参加の機会確保に配慮しながら、引き

続き公正な執行に努めることを望みます。 

 （２）まちづくり推進会議については、町政への住民参画に向け、委員の出席率の向上

と女性の登用を進め、その機能を発揮できるように充実を図ることを望みます。 

 まちづくりパワーアップ特別対策事業については、町民ニーズおよび未実施事業など、

全体的な事業の見直しを望みます。 

 車座トークや夜間町長室開放など広聴事業については、継続し幅広い町民からの意見聴

取の場の確保を望みます。 

 （３）国民健康保険事業については、町民負担に配慮した事業の健全な運営を望みます。 

 特定健診は、受診率向上に向けたＰＲに努めることを望みます。 

 （４）税の収納状況については、職員の徴収努力により、その成果が認められます。 

 なお、税の公平性の原則から、滞納繰越額の縮減と新たな滞納者抑制への取り組み 

の継続を望みます。 

 （５）各種福祉施策のうち、子ども医療費助成事業については、子育て支援事業として

も評価するものであり、町民の声を聞きながら事業拡大の検討を望みます。 

 介護保険事業については、その活用方法の周知など利用者の実態に十分配慮した対応を

望みます。また、介護予防としてのいきいき百歳体操は各地域で自主的な運営が進み、事

業効果が認められており、さらなる普及に努めることを望みます。 

 施設入所待機者については、希望に沿えるよう相談体制の充実に努めることを望みます。 

 認知症高齢者見守り事業および障害者支援事業については、引き続き状況把握に努め、

必要なサービス提供につなげることを望みます。 

 除雪サービス事業、高齢者ハイヤー利用サービス事業、路線バス高齢者支援事業につい

ては、引き続き事業継続に向けた課題の整理と利用者への周知を望みます。 

 （６）児童センターについては、子育て・教育面などにおいて大きな効果が認められ、

今後とも利用者の声を生かし、安全に配慮した運営を望みます。 

 （７）各種予防業務の実施については、充実していると認めます。引き続き受診率向上
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に向けた取り組みを望みます。 

 （８）子育て支援センターについては、子育て世代の相談の場、交流・情報交換の場と

しての効果が認められ、利用者に寄り添った活動を望みます。 

 （９）こども園の運営については、異年齢教育・保育の効果が見られます。引き続き、

体制整備を含め安全に配慮した運営に努めることを望みます。 

 （１０）スポーツセンターについては、引き続き利用者の安全への配慮に努め、今後に

おいても町民の利用に向けた取り組みを望みます。 

 温水プールについては、事故防止に最善を尽くしながら、新しい行事の取り組みなど、

スポーツセンターとの連携も含め一層の利用促進を求めます。 

 （１１）図書館の運営については、本に親しむ事業など、図書館利用の多様化につなが

る取り組みの継続を望みます。 

 歴史館の運営については、入館者の拡大を図るために、親しみやすい施設名称・ＰＲ手

段・展示方法の工夫など、積極的な取り組みを求めます。 

 （１２）青少年研修館については、活動や交流を深めるための機能を持たせるなど、施

設の目的に沿った利用に努めることを望みます。 

 （１３）その他委員会の所管に関する事項として、お伝えをしたいと思います。 

 ①地域担当職員制度については、その成果が認められるところですが、今後においても、

職員の負担を考慮しながら地域との連携を図ることを望みます。 

 ②ふるさと納税については、町のＰＲ効果を認めるものであり、返礼品については、体

験型も含め内容の検討を求めます。 

 ③要保護・準要保護児童生徒の就学援助については、子どもの教育、学習機会を保障す

るため継続し、さらに充実を図ることを望みます。 

 ④地域巡回講座については、講座の内容充実と一層のＰＲを望みます。 

 ⑤文化・芸術振興事業（アート・タウン・プロジェクト事業）については、町民の参加

も含めた今後の事業展開について検討を求めます。また、作品への道順案内の設置を望み

ます。 

 ⑥ＧＩＧＡスクールについては、事業効果が十分に発揮されるよう、教職員の研修を引

き続き実施し、健康に十分配慮しながら、児童生徒への教育効果の向上に努めることを望

みます。 

 ⑦コロナに伴う義務教育への影響については、引き続き感染症の状況を見ながら教育現

場への影響が最小となる対応を望みます。 

 ⑧訓子府高等学校に対する支援については、存続に向けて、各種支援事業の継続を望み

ます。 

 以上をもって、総務文教常任委員会所管事務調査結果報告とさせていただきます。 

〇副議長（西山由美子君） 次に、産業建設常任委員会、お願いいたします。 

 ８番、谷口武彦君。 

○８番（谷口武彦君） それでは、副議長からのお許しをいただきましたので、令和４年

度産業建設常任委員会所管事務調査の結果について、ご報告申し上げます。 

 所管事務調査の経過につきましては、先ほど総務文教常任委員会のところで述べられて

いましたので、省略させていただくこととし、本委員会においても令和５年１月２６日に
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委員会として最終的な協議を行い、全委員の一致した意見として報告書のとおり調査所見

としてまとめましたので、今後の町政執行にご配慮いただきたいと思います。 

 なお、その内容については、総務文教常任委員会同様、議案書の１８２ページから２．

調査所見の朗読をもって報告にかえさせていただきたいと思います。 

 （１）農業振興については、国内外の動向、情報を把握するとともに、関係団体などと

連携し、行政として必要な取り組みを講じることを望みます。 

 多面的機能支払交付金事業については、保全会と行政とのより密接な連携が必要。本事

業を超えるような場合は、行政対応にも配慮願いたい。担い手不足も含め、地域の実情に

応じた保全会事業のあり方の検討を求めます。 

 訓子府農業の多様性を見据えた農地流動化の検討を望むとともに、担い手対策は、引き

続き地道な活動を願い、婚活事業については、時代にあったアプリなどを活用し、出会い

のきっかけづくりを期待する。 

 有害鳥獣駆除対策については、被害を最小限にとどめるため、くくりわなの活用と広域

対応を含めたハンターの育成を強化してほしい。 

 特産園芸作物の支援策については、今後も生産者の声を聞き、関係組織と連携し、新た

な取り組みに期待する。 

 （２）畜産振興については、酪農家の多様な経営形態に応じた振興策を講じるようＪＡ

や関係団体と十分に連携し、畜産経営が今後も持続できる支援制度の拡充に向け、国など

に対し強く求めていただきたい。 

 また、町営牧場は酪農家の安定経営に向け果たす役割は大きく、引き続き収支のバラン 

スと利用拡大・安全な管理体制の充実を望みます。 

 （３）中小企業の振興については、住環境リフォーム促進事業や店舗出店等支援事業お

よび店舗改修事業などその効果は大いに評価できることから事業の継続を望みます。 

 就労助成金事業及び後継者育成助成金事業についても同様に評価するものであるが、今 

後も商工会と連携した事業の推進を求めます。 

 （４）堆肥供給センターについては、良質でさらに利用者のニーズに応じた堆肥の供給

を図るため、施設等の適切な管理に努めることを望みます。 

 （５）温泉保養センターの運営については、今後も適切な管理のもと維持管理経費の縮

減に努めるとともに、利用者拡大につなげていくことを望みます。 

 （６）町営住宅および町有住宅の維持管理については、住宅使用料滞納額の解消への努

力が認められ、今後も徴収への努力を望みます。滞納者については横の連携をとり、総合

的な対応を望みます。 

 （７）建築および土木事業の執行については、契約に基づき適正に施工されています。

今後とも財政健全化の推進を図るとともに計画的な公共工事の執行を望みます。 

 （８）下水道事業の運営については、施設更新計画に基づき、引き続き施設の適切な管

理と計画的な整備を行いながら、機能維持に努めることを望みます。 

 （９）上水道事業の運営については、安全で安定した水道水の供給に万全を期すととも

に、今後とも水資源の有効活用のためにも漏水箇所の早期把握に努め、有収率の向上を図

ることを求めます。 

 さらに、老朽管の更新計画については、水道ビジョンを基に財源確保や財政状況を見据 
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え、計画的な推進を求めます。 

 （１０）道路・河川・橋梁の維持については、災害などにより恒常的に被災する箇所の

解消に努め、被災箇所の早期復旧を求めます。また、中・小河川の計画的な維持管理の遂

行を望みます。 

 道路・河川・橋梁などの改修に関わる財源の確保のため、国などに対し引き続き制度拡

充を求めることを望みます。 

 （１１）公園の維持管理については、各公園の遊具について引き続き安全確保の徹底を

望みます。 

 また、シルバー世代の活用も意識した公園のあり方について検討していただきたい。 

 （１２）町有林の維持管理については、森林の持つ水源かん養機能を重視し、町の財産

としてその価値を高めるため、森林整備などに関わる財源確保を引き続き国に対し求める

とともに、関係機関と連携を図り、適切な管理に努めることを望みます。引き続きドロー

ン等の最新技術の活用も視野に入れていただきたい。 

 また、森林認証の活用・ＰＲなどにより、木材産業活性化の推進を図ることを求めます。 

 （１３）その他委員会の所管に関する事項です。 

 ①随意契約などの小規模工事の執行に当たっては、今後も町内産業の振興にも考慮しな

がら公平で公正な執行を求めます。 

 ②商品券事業については、経済対策としての事業効果は認められます。今後の交付金事

業においては、影響を受けた人・事業者に寄り添った制度設計を求めます。 

 ③新型コロナウイルス感染症対策として実施した経営継続支援事業については、影響を

受けた事業者に寄り添った取り組みとなっており、事業効果が大いに認められます。 

 ④ＵＩＪターンについては、地域おこし協力隊事業も含めた中での移住・定住に向けた

事業展開を期待する。 

 ⑤置き雪除雪事業については、周知方法と今後の事業展開を期待する。 

 以上をもって、産業建設常任委員会所管事務調査結果報告とさせていただきます。 

〇副議長（西山由美子君） 以上をもって、所管事務調査結果報告を終了いたします。 

 

    ◎散会の宣告 

〇副議長（西山由美子君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 １３日からの一般質問の実施を町民の皆さんに周知しているため、本日はこれにて散会

いたしたいと思います。 

 ご苦労さまでした。明日は午前９時３０分から開会いたします。一般質問を行いますの

で、ご参集のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

散会 午後 ２時５８分 


